
異学年合同の学び
自律した個の学び
遠隔合同の学び

長野県教育委員会学びの改革支援課

中山間地域発
「新たな学び」
Sign Post Book



中山間地域新たな学び創造事業 平成30年４月～

異学年合同の学びへ
●学び合い，考えを深める授業の推進
●プロカェアセ型の学習形態の推進
●教職員が連携するカポキュボビの開発

自律した個の学びへ
●自律した学習を促す学習環境づくり
●「学びたい」を実現する授業の模索

新たな学びのその先へ 遠隔合同の学びへ
●Zoomを用いた授業での連携
●ICT活用に特化した授業を実践



ねらいと構成
長野県でも児童生徒数が減り続けている現実があります。これは中山間地域だけのことではありません。今後，少ない人数での有効な学習スタマが求められるようになると考えらます。県内の中山間地域にある学校では，規模が小さいことによる「少人数」や「限られた教職員」を強みに変え，「子どもたちの視点を大切にした学習」や「教職員全員で考え，全員で実践する取組」が行われています。長野県教育委員会学びの改革支援課が現場の先生方・有識者と取り組んだ「中山間地域の新たな学びの創造事業」では，中山間地域の小規模校からポれズゖンィ校を指定し，コれズゖネれセ教員を配置しました。コれズゖネれセ教員は，中山間地域の特徴を踏まえて，少人数のよさを生かし，子どもたちと共に新たな学びを開発しました。実践を持ち寄る「開発チれビ会議」では，「シれマ」より「マンゼ」を優先し，「学習者のための学び」について議論してきました。「異学年合同の学び」「自律した個の学び」「遠隔合同の学び」という視点で，開発したカポキュボビと実践が整理されています。有識者の皆さんのペれカや全国へき地教育研究大会長野大会の実践，中学校の実践も含めてご覧いただければと思います。この冊子のタセマ（Sign Post＝道しるべ）のように，「新たな学び」の参考にして頂ければ幸いです。

学びの改革支援課長 佐倉 俊義務教育課学校支援幹 中村 康則



□ 幸せな子ども時代と新たな学び
（学校法人軽井沢風越学園理事長 本城慎之介氏）□ 学習環境を子どもとつくることから学校が変わる
（学校法人軽井沢風越学園校長・園長 岩瀬直樹氏）

１st

□ ポれズゖンィ校の取組（１）飯田市立上村小学校（２）木曽町立三岳小学校（３）栄村立栄小学校
2nd

□ 中学校・合同教科会 ・ススセ学習プポンセ・ICT遠隔合同授業・ススセ共有ネッセワれア
資料

P 1-7～

□ 全国へき地教育研究大会長野大会・10校の実践報告より4th

事例 ＋

事例 ～⑫

資料：事例 ～

□ 自律的に学ぶことを楽しみ，未知の世界と出会う
（信州大学学術研究院教育学系教授 伏木久始氏）□ できないことをできるに，マナスをプボスに
（信州大学学術研究院教育学系教授 村松浩幸氏）

ｒｄ

P 1-1～

P 3-1～

P3-8～

年
間
計
画

事例 ＋
事例 ＋



□ 幸せな子ども時代と新たな学び
（学校法人軽井沢風越学園理事長 本城慎之介氏）□ 学習環境を子どもとつくることから学校が変わる
（学校法人軽井沢風越学園校長・園長 岩瀬直樹氏）

１st
P 1-7～

P 1-1～
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幸 子 時代 新 学  
本城 慎之介 

学校法人軽井沢風越学園 理事長 
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■幸 ほ い                                 
 

日々 く 子 ，そ 子 人 関わ 生 い 。子 元・子
様々 表情や感情 出会い ，私 願う シンプ 。幸 ほ い。そ 共 生

人 幸 願 ほ い。 シンプ 願い 学校 く 取 組 私 ー い 。 学校 く
書い ， 幸 子 時代 く …？ いう問い 取 組 い いう表現 方 適切 。 ，
い， 幸 子 時代 。 ，そ 方法や環境 子 差 出 い。そ く 手
，大人 け い。 子 自身 幸 子 時代 く 手 。私 大人 ， く 手 あ う
子 邪魔 いけ い。 
 

平成30年度 年間 中山間地域新 学 創造事業 ，自分 学 自分 く
う 信州 子 姿 あ 。私 ，そ 姿 多く 刺激 受け，新 学 創造
いく思い 強く 。そ そ 思い ，私自身 10年ほ 間 ，信州 自然 中 出会 子
姿 受け そ 重 。 

 

私 出会 子 姿 いく 紹介 ，幸 子 時代 新 学 い ，思い
巡 い。 

 

 

 

■焦 手袋事件 
 

北海道 雄大 自然 中 生 育 私 ，東京 我 子 子育 疑問 持 当然 流
。豊 自然 あ ，東京 移動 便利 気 入 ，軽井沢町 移住 検討 始

2005年頃 。同時 ，世界 活躍 う エ ー 育 全寮制中高一貫校 設立
いう計画 進 い 。自分 子育 ，そ 全寮制中高一貫校 設立 ，軽井沢町
いう場所 最適 う 思 い 。 
 

引 越 前 ，我 子 通う幼稚園や保育園 いく 見学 。 焦 手袋事件 呼 い
衝撃的 出来事 ，そ 見学先 あ 森 う え 起 。 森 う え ，野外

生活 中心 幼児教育 全国 広 い 。長野県 ，2015年 信州型自然
保育認定制度 ー 普及 取 組 い 。 
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軽井沢町内 あ キャンプ場 周辺 森 拠点 ，晴天時 ，雨 雪 基本的 野外
活動 。最近耳 多く 森 う え や 野外保育 呼 い いう う
事前情報 頭 入 そ 森 う え 訪 ，2009年 月。一面雪景色，氷点下15℃前
後 気温。 今日 屋内中心 過 う 思 い ， 防寒具 身
子 外遊 続け， 替え以外 屋内 入 。倒木 見立
遊 。雪 中 腰 。厳寒 軽井沢 森 中 豊 遊ぶ子 姿。そ 光景
感心 ，我 子 ういう経験 い い 思い 気分 見学 い 。 
 

そ ン 起 。厳寒 中 ン 野外。焚 火 囲 焼 や手 食
立 食 い 。少 遅 歳児 ヒ く ，雪 濡 手袋 外 ，そ 乾

そう 焚 火 周 あ 石 上 置い 。 う見 手袋 火 移 そう 位置関係。そ 場 い フ
ヒ く 行動 気 付い い ，誰 何 声 け い。 フ 何 い 怪訝 思

い ，案 定，手袋 焦 い ヒ く 泣 出 。 や 焦 い 。
フ 声 け ， そう 。 ， ヒ く ，先週 燃や 。 け答え，彼 抱
え 。 

 

そ 瞬間，頭 ン 叩 う 衝撃 受け 。 回 失敗 ，手袋 い 。 ，前回
失敗 経験 ，火 距離感 ，燃や 焦 変わ ヒ く 。 次 焦
乾 う。そ 前回 手袋 燃え 見守 ，今日 焦 見守 フ。安心 何

度 失敗 環境，関わ 存在 い 。 うや く 挑戦 ， く 失敗
安心感 あ 場 ，子 主体的 学ぶ 。失敗 許容 場 ， わ
わ いい。わ い いい 。 いう自尊感情 豊 育 ，他 人 自尊感情 認 合
う関係性 深 い い。 豊 場 う。そ 思い 強く 同時 ，
エ ー 育 全寮制中高一貫校設立 ー あ 私自身 教育観 大 く揺 い 。 

 

そ 私 教育観 ， ン 栽培 例え ，同 う 形，同 う 色，同 う 甘 ン
６年間 く 育 ，そうい 。目 見え 地面 上 部分 け 関心 偏 い 。
焦 手袋事件 ，目 見え い地面 下 根 部分 大切 気 い 。 強い風 吹い
大雨 降 倒 い う ， 地中 根 広く深く 。何度 挑戦 ，何度 失敗
揺 い自分自身 持 。そ そ 許容 受容 安心 場 関係 く 。そ ， 人 人
子 幸 確信 。 
 

台風 時 倒木 多い 思わ い あ ， 植林時 根切 いう作業
影響 い う 。台風 倒木 調査 ，地面 対 水平方向 伸 側根
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あ ，垂直 伸 直根 見当 そう
。 参考 2018年10月25日 信濃毎日新聞 。植林

，作業効率 上 直根  根
切 。そ 重心 高く，強風 倒 根返

い いう見立 あ 。 
私 ，幼児期・学童期 直根 自分自身
深く根 う 体験 積 重 大切 考え

い 。安易 側根 伸 く いい。深く太く伸
直根 ，や 広く側根 伸 いく。幸

子 時代 新 学 ，そ 始 いく
い う 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ う く転 う う 。  
 

そ 事件 数 月後。私 そ 森 う え フ ，森 中 子 日々過 ，
保育 実践 積 重 い 。刻一刻 変化 森 ， く 生命 仲間 出会い，子 く
， ， 遊 ，そ 学 い 。そう ， 人 そ ペー 少 大 く
いく。そ 毎日 。 

 

そ 森 う え ，誕生日 祝い プ ゼン 贈 物 い 。 売
い，そ 子 想像 ，誕生日 そ 子 一人 手渡 。 手渡 子 手 ，受
け取 子 手 ，何 い。け ，そ 手渡 ，重そう 受け取 。目 見え いけ
，そ 小 手 中 ， 何 鮮明 創造 い 。 

 

そ 日，６歳 誕生日 忍者 好 く 。 月 届く星 手裏剣 。月 届く 願
い 叶い 。 く 贈 物 手渡 。う そう 受け取 く 願
い事 ？ 質問 。 ， く 照 言 。 う く転 う う
。  そう， く く転 い 。派手 転ぶ。痛く 泣く。手 持 い 大切 壊 泣く。悔
く 泣く。そ 関わ ，そ 彼 願い ， 転 く う 。 

 

転ぶ いう 避け い。 ，大 怪我 い う う く転 う い。 学 向
う大切 姿勢 。 

 

転 う 。 そ う 願う 大人 側 。子 関わ 中 ， い い先回
う あ 。失敗 い う ， ー 進 う ，そうい 大人 思い 行動 全面 現
。転 い 目標 。転 い方法 指導 。転 い う 走 う伝え 。転 い環
境 整え 。転 そう 抱 え 。そうい 大人 姿勢 新 い学 生 い。
時代 ，子 学 主導権 手渡 必要 あ 。そう ，子 ，自 主体的
意欲的 学 ，幸 子 時代 自分 手 く いく 。 
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■過不足 く関わ  
 

森 う え ，切 株 大活躍 。椅子や机 ，何 目印 ，遊 道具 。
あ 時，体験入園 来 3歳 男 子 ，切 株 乗 う い 。普段 切 株 乗 う 体験
い い様子 。日常 あ 目 い切 株 あ 見 ，乗 く
う。 く あ 切 株 中 ， 選 登 う 始 。 

 

彼 登 う 切 株 ，彼 膝 高い切 株 。大人 自分 膝 高い 足
け 難 い。 切 株 ， 不安定 。そ 子 うや 難 そう いう
く感 始 い う 。そ ， う い 。何度 片方 足 け や ，
足 け 。そ 様子 少 離 所 見 ，片足 け ， う片方 足 地面
離 瞬間 ， 切 株 倒 ，彼 転 泣い う う 思 い 。 ，周囲 状
況 ，大 怪我 そう。私 そう判断 ，そ 彼 様子 離 見続け
い 。 

 

何度 挑戦 後，彼 そ 切 株 登 区切 け 。そ ， そ あ  半分く い
高 安定 切 株 見 け ，そ 上 登 。 登 ！ いう満足そう 表情 切 株
上 静 立 い 。 景色 見え う 。 人 登 そ 景色 見え い
。 
 

自分 切 株 選 ，挑戦 。諦 自分 決 ，次 挑戦 場 選ぶ。そ ， 人 満足
。 ういう子 姿 出会 時， 過不足 く関わ いう 難 大切 感 。切 株
登 う い 彼 大人 私 関わ 方 様々 選択肢 あ 。 危 い 。 う少 大 く

。 声 け 制止 。 転 いそう ， 切 株 方 いい い？ 提
案 。手 い ，抱 ，そ 切 株 登 あ 。半分 高 切 株 登 時
登 ー， い ー 駆け寄 声 け 。 関わ ， 私 関わ 過

う 感 ，私 少 離 所 静 そ 様子 見守 い 。 ， 彼 そ 怪我
，私 関わ 足 い いう う。 

 

学 い 子 ，学ぼう い 子 関わ 難 い。 過不足 く関わ いう キー
ワー いう 理解 い 。 ，実際 そ 実践 う 難 い。一
人一人 子 日々 く観察 基本 。そ 一緒 場 い 他 大人同士 意識 共有
，そ 子 関わ い ， え 確認 合 ，そ 保護者 方 分 合う
必要 う。 

 

過不足 く関わ いう ，
ういう 。 う 実現

。私 ， 自信 持 そ
答え 提示 状況 い。
新 い学 実現 ，大
人 学 続け いく 大切
。 
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■挑戦 続け  
 

 私 ，仲間 共 ，そ く 方 支え い ，2020年 月 軽井沢風越学園 開校 。
地域 根差 ，社会 開 幼小中混在校。そ ，３歳 15歳 子 く ， ，
， 遊 学ぶ。 

 

幸 子 時代 く 新 学 ， う 実現 ？ そ 学 ， う
広 いく ？ そ う 問い 立 ，日々試行錯誤 ，実践 積 重 いく。私

学 ，長野県 全国 積極的 発信 い い。同時 私 く 現場
足 運 ，実践者 出会い，切磋琢磨 繰 返 い い。 
 

新 学 実現 挑戦 ， ー 。長野県 中山間地域 取 組
数々 挑戦 ，今後 深化・進化 ，広 いく う。そ 同時 ，一人 子
幸 子 時代 過 う 願 い 。 挑戦 続く…。 

 

本城 慎之介 ほ う け  

1972年，北海道生 。慶應義塾大学大学院政策・ 研究科修士
課程修了。大学院在学中 1997年 三木谷浩史氏 共 楽天株式会社
創業 ，取締役副社長 務 。2002年 退任後，株式会社音別 設
立 ， 教育 ー 活動 始 。横浜市立東山田中学校長や学校
法人東京女学館理事 歴任 ，現場 経営 両方 軸足 置 活
動 。2009年 軽井沢町 野外保育 運営 保育 携わ 。2016

年12月 一般財団法人軽井沢風越学園設立準備財団 設立 理事長就
任。2019年10月 学校法人軽井沢風越学園設立，理事長就任。2018

年10月 軽井沢町教育委員 務 い 。2009年 軽井沢町在住。 
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2018年 ー ー 本物 写真家 う 小学校 年生 作品 
 

 

学習環境 子  

く 学校 変わ  
岩瀬 直樹 

学校法人軽井沢風越学園 校長・園長 
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■わ 未来 わ く 冒険               
 

学校教育 希望 持 語 く い 。 職場， 校則，い ，教員 目指 人 減
少，等々。学校 本来，人 成長 いく， 子 幸 子 時代 過 場，自分 成長 実感
場。そ 場 楽 く いわけ い。世 中 一番希望 持 語 場 あ 。 
私 公立学校 可能性 信 い 。 ，同時 公立学校 変わ いく必要 あ 考え い
。 社会 創 いく子 ，教室 経験 20年後 社会 あ う
い 。主体的 学校や自身 学 く 経験 ，主体的 社会 参画 う いう ン 育 ， 言わ
通 経験 積 重 ，受動的 消費的 ン 育 う。 
 

自分 人生 ン く いく主体性・創造力 前者 育 い。 
，誰 そ 学校 く 。教員 け 頑張 そ 学校 い。4月開校予定 軽井沢

風越学園 ， 子 大人 ， く 手 あ 考え い 。 
 

軽井沢風越学園 ，子 大人 く 経験 ， く ， ， ， 積 重 い
。 
本気 手間 け く 没頭 ， 不安や不安定 味わい く 挑戦
い 。 
私 子 そ く 手 あ 信 い 。 

いう く 物理的 や学習 成果物 け 。安全・安心 場 自分
く ，学 く ，自分 学校 く ，コ ュ く ，仕組 く ， ー く ，自分 く
。 ， わ ( ) 未来 わ ( ) く 冒険 。 
子 ， フ，保護者，地域 方々 ，軽井沢風越学園 誰 く 手 。 
く 通 ， 自由 生 いう 自由 相互 承認 いう 繰 返 試 い
。そう ，一人 幸 ，幸 社会 く いく 。 

 

軽井沢風越学園 け く，全 学校 言え 。 
い学校 自分 く いく 。 く いく コン ー ー 私 手元 あ 。

い学校 う 学校 探究 続け，自分 く いく。そ プ セ ， 自分 行動
自分 取 囲 環境 変わ 実感 。そ 経験 ， い 社会 対 効力感 ，主体
的 社会 く いく市民 育 いく。 
学校 変わ いく鍵 あ 。 具体的 小 第一歩 う 。 自分 学習環

境 自分 く ， ー い。 
 

 

■学習環境 え  
 

日本 学校建築 多く ，同 形 教室 廊下 沿 一直線 並 い ，いわ 片廊下型校舎 あ
。そ う 教室 形式 他 対 閉鎖的 あ ， 中 人 教師 ン ー全員
一斉進度学習 主導 学校教育 基調 いわ う ，現在 一般的 教室環
境 ，教師主導 一斉授業 強化 い 考え 。 
全国的 ，70年代 ープンプ ン・ ー 子 学 や 焦点 当 学

校建築 増え ，先進的 学習環境 当事者 与え 環境 い十分 機能 い
い所 多い く。東京学芸大学教職大学院准教授 渡辺貴裕氏 ， そ 空間 込 思想 教師
活 そう け ，新 学校建築上 試 役 立 ， え 他 違 い 不便 施設

認識 可能性 あ 。実際，教室 横 配置 ，子 数名，中 入 く い
意図 コー 呼 小 空間 ，教師 単 物置 使わ ，子 寄
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く い い 例 ，学校建築 先進校 学校 い え見 あ 。設備
あ ，教師 そ 空間 活 そう 構え け ，そ 設備 活 い。 指摘 い
，残念 ， ー 学校建築 変え い ， 子 学 変化 起 わ
け い。大切 ，空間 意味 価値 踏 え実践 変え い う 意識や継続的 取組 。
学校建築 一 検討 ャン そうあ い。 
澤本(1996) 教室 いえ う 型 校舎 同 長方形 教室 長廊下 片側 並ぶ現行方式
思い浮 い教師 ，そ 枠 中 授業 考え い。木陰 読書，屋上 合唱や詩 暗
唱，廊下 机 出 一人学 ，廊下コー ー ソコンコー ーや 美術館等々，頭 切 え ，い
い わい く いう う ，従来 学校建築 枠 中 ，そ 空間 活用 仕方次第 ，
様々 可能性 広 いく 。 

 

 

■教室 フ ー プ  
 

見方・考え方 変え ，実 一般的 教室 多く 利点 あ 。自由 移動 机 椅子，余計 壁
や柱 い 部屋……見方 変え ，自由度 高いフ キシ 学習空間 見 。 

  

私 小学校 担任 い 教室 フ ー プ 行 。 
学習 当事者 あ 子 主体的 参画 ， う 居心地 い空間 う
学 や い環境 出 合い，協働 教室環境 く いく あ 。先 澤本(199

6) 指摘 い 学習者 共 試行錯誤 営 。 
 

プ 重要 ， 
教師 け く学習者自身 う い いう 出 ， 
子 実際 空間 ン ， 
プ プ 試作品 試 ，不都合 あ 改善 図 。 

 

３点 大切 ，継続的 実践 重 ，子 学 や や居心地
敏感 ， 毎日過 教室 環境 ，自分 手 フ ー 続け い いう ー ーシ プ 物事
自分事 捉え，主体的 取 組 姿勢 育 いく。 

 

学習環境 教師 準備 あ ， く，学
主体 あ 教室 ー ー あ 子 一

緒 く 。 
机 ン ープ 固定 ，協同

的 学 中心 。座 方 学
方 変わ いく。私 30歳 時 ， ン 固定

，自身 授業 変え 縛 。 
共同 促 や い ，異学年合同 学 ，自律
個 学 合 環境 いえ 。 
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畳 置い 図書コー ー 作 。畳 人 集う
場 促 。本 読 ，少人数 話 合 。教
室 学習コー ー 分け ，様々 学 方
同時 起 や く 。 
キャンプ用 椅子 ー ン 。感情

揺 時 座 ー ン 。誰 使
良い。 い 抱 座 い 人

， 気 そ 見守 ，
ー い 。 
 

 

 

 

子 自分 試行錯誤 大
事 あ 。畳コー ー 窓際 寄 あ
。 狭く あ 活用 ，３週間余

場所 変わ 。手 届く 本
あ ，読書 子 飛躍的 増え 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 集う ン 置い 。子 一
緒 ン 作 ，朝 会や帰 会，授業 ，全員
集 話 際 コー ー 活用 。 
集 場所 く 人 集 。畳コー ー

同様 。 
 

 

 

 

 

 

 

小 工夫 大切。環境 良く
自分 手元 あ 実感 。 

 子 現状 応 ，や い ，や
小 く出発 いく 大切 。 

や あ 自分 や 。 
教師 手 尽く ，子 主体性 奪
い い 自覚的 い。 
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■エー ンシー 
 

教室 フ ー プ い 身 け ほ い ， ー く考え方 あ 。現状
空間 う ン ， 当事者 考え試 。教室 いう小 空間 改善
目覚 ー ーシ プ ，や そ 他 環境， い 社会 当事者性 ，自 行動

改善可能性 確信 いく い う 。 
そ ，OECD OECD education 2030 中 ， 教育 重要 エー ンシー
社会参画 通 人々や物事，環境 良い う 影響 与え いう責任感 持 いく
姿勢・態度 言 い ，そ 手元 子 共 学習環境 試行錯誤 ， 一歩 地
続 あ 。 
 

教室環境 う 子 使いや い ，学 や い あ 考え 時，エン ー ー あ
子 ， 
え， う 使いや く ？ 相談 一緒 教室環境 く いく。意見 割 ， あ，
週間 試 ， 方 い う。 一緒 実践研究 。教室環境 共同修正 。 

  

例え 自律 個 学 学習予定や学習進度，振 返 記入 ワー シー ， 
試 形式 け ，使 い い 意見く い 問う。 
使 い 本人 建設的 修正案 く え 。 う ワー シー 共同修
正 ，圧倒的 く いく ，何 子 消費者 主体的 く 手 変化 い
く。 
一緒 く 。困 相談 。 ，学校 先生 いや先生 限 ，最 重要 あ 方
私 考え い 。 
共同修正 いう言葉 定義 い。学校 あ ，子 共同 く いく。

本気 子供や保護者 参画 場 く 。 共同修正 学級 ，学校 核 据え 腹 決 。そ
民主主義 第一歩 い 思う。そ ，そ 自由 相互承認 感度 育 第一歩 。 

  

極端 言え ，研究授業 い ，子 授業案 示 ， う思う？ 相談
いい。 
導入 う少 時間 方 いい い？ペ 対話 ３分 短い。 人 話 い。  

振 返 ー ャー 方 書 や い  

全体 対話 ，10分 足 い  

ワ ボー 話合い ー 書い 出 け ？  

途中，見 来 い 人 〜 私 思う け ， う思い ？ 聞い う  

そ そ ，課題 簡単 い？  

参観者 見や い う ，教室 変え 方 良い  

私 担任 い 子 教員 指導案検討 真剣 授業案 共同修正 。 
  

共同修正＝そ コ ュ ン ー く 続け プ セ  

  

教室 文化 い 頃， 起 。あ 朝 ー 朝 会 。
あ 議題 話合い 行 詰 ，困 司会(フ シ ー ー) 子 い  一言。 

う進 いい わ く け ， う いい  

 

謙虚 問い け 力。共同修正 あ 方。 問い け 話合い 深 い 。 ン ー ほ
当事者 い 。人 力 あ 。 
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■大人 変わ 続け  
 

 教職員 同様 。例え 教職員全員 参画 ，居心地 く，働 や い職員室 目指 フ ー
挑戦 ， 与え 職員室 自分 職員室 ，意識 変化 知 い。
学習環境 職場環境 く 参画 ，公教育 変え いく重要 プ ー 。 
中山間地域 新 学 プ ， 年間 わ ， 学校教育 当 前

い 問い直 ，教職員 く 手 試行錯誤 。自律 個 学 ，異学年合同
学 ，遠隔合同 学 ， 今 学 方 今 通 続け く，未知 新 学 方 ，教
職員 子 共 く 手 試行錯誤 。 プ 正解 い ，終わ
い。学習者 共 共同修正 ，新 学 探究 続け プ セ そ 思う。 
大人 変わ 続け ，新 学 生 出 う。 
軽井沢風越学園 ，関わ 全 人 く 手 ， い学校 目指 続け 。 学校
試行錯誤 ，全 学校 く変化 いく 触媒 目指 地道 共同修正

重 い 。 
学校 変わ いく方法 身近 く あ 。 

変化 い う。 
 

引用・参考文献  

上野淳 学校建築 ン 鹿島出版会，2008年。 
②澤本和子 学 く 金子書房，1996年。 
岩瀬直樹ほ 子 く 教室 フ ー 学陽書房，2017年。 
岩瀬直樹・吉田新一郎 シンプ 方法 学校 変わ  自分 合 や 方 見 け 学校 変
化 起 そう く 出版，2019年 学校改革 ヒン 網羅的 あ  

 

 

 

 

岩瀬 直樹 いわ   

1970年，北海道生 。東京学芸大学大学院教育学研
究科修士課程修了。埼玉県 公立小学校教諭 ， 校
22年間勤 ，学習者中心 授業・学級・学校 く 取 組
。2015年 退職後，東京学芸大学大学院教育学研究科 

教育実践創成講座 准教授 就任。学級経営， キュ
ン等 授業 通 ，教員養成，現職教員 再教育

取 組 。2016年12月 一般財団法人軽井沢風越学
園設立準備財団 設立 副理事長就任。2019年10月 学
校法人軽井沢風越学園設立,校長・園長就任予定。日本教
師教育学会所属。 

 



□ ポれズゖンィ校の取組（１）飯田市立上村小学校（２）木曽町立三岳小学校（３）栄村立栄小学校
2nd

〇活用 た教材・コン ン ・
ICT機器等 い 授業準備 い せそう を記述 ま た。
〇学習者 ユニ そ 意図 ，児童生徒 学習形態や意図 い 記述ま た。

〇活用効果 アセスメン，評価 観点や具体的変容 い 記述 また。
〇実践 手応え エビ ンス ，学 綬業者 感 成果 い記述 ま た。

事例 ＋
事例 ＋
事例 ＋

年
間
計
画



事例① 

 
√

 / 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の地域の発展 尽くした人 い 知 た子 たち ，違 い こ や共通す こ

目を向け 比べ，伝え合うこ ，そ の人の郷土への思いや，地域の人々の感謝の思い 気付く

こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上村小学校 名 ，和田小学校 名 ，天龍小学校 ４名 の４年生 ，集合学習や遠隔合同

学習 学び，互いの学習の様子や地域のこ 関心 あ 。そこ ，そ の学校 調べ

た郷土の発展 尽くした人を，遠隔会議システムを通し 紹介し合うこ ，自分たちの地域の学習

，発展し 他の地域の人々 い 関心を持 ほしい 考えた。 
 

単元 流れ 主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

授業時数 

 学習問題を 

 

 

 調べ  

 

 

 

 

 

 

 

 ま  

赤石林道 ま の上村の暮

し い 知 。 

単元の学習計画を作 。 

・自律した個 学び 

 

 

時間 

 

地域の方の話 ，赤石林道

前の様子や人々の思いを知 。 

松 逸雄さ や歴代の村長 ，道を開

くこ 力を注い いたこ を知 。 

松 逸雄さ い ，資料を調べた

地域の方 話を聞いた す 。 

赤石林道 た後の上村 い ，

当時の様子を知 方 話を聞く。 

・自律した個 学び 

 

 

 

 

 

７時間 

松 逸雄さ の た や道路

たこ 生活の変化を年表

ま 。 

・自律した個 学び 

 

 

時間 

他校の発表を聞 ，他地域の発展 尽

くした人 い ，学び合う。 

・遠隔合同 学び 
時間 

小学校 

        

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

社会科 郷土 発展につくす  

実践スタイル 遠隔会議シス を用いたそれ れ 地域 特色 紹介お び，比較に 学び

深化。 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

意図 

遠隔会議システム xSync Prime Academic(バイシンク プライム アカ ミック) 

電子黒板 書画カメラ 資料提示 

遠隔会議システムを使 和田小学校 天龍小学校の児童 交流し，自分の考えを

伝えた 他校の仲間の考えを聞いた す 。そし ，友の考え 比較す こ ，

自分の考えを深 。 

 

 

△△△△△

△

△

△

△

学習者 ユニ とそ 意図 

飯田市立上村小学校 
４年 
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上村小学校４年生Ａ生 ， 名の学年 ，社会科を 多くの授業をそ の教科担当 一対一

行 い 。その影響 あ の ，自分のペース 勉強 反面，人 話を聞い 学ぶこ

意欲 持 い いた。 

今回，初代上村村長の松 逸雄さ い 学習し いく中 ，同 時期 南信濃や天龍村 ，生

活 苦し た 災害 苦し いた 問題を抱え いたこ を知 ，Ａ生 他地域のこ 関心

を持 う た。和田小学校や天龍小学校 同様の学習をし い の い 考え，自分

遠隔合同学習を提案した。日程を合わせ 遠隔学習を行う事 決ま ，Ａ生 課題を持 取材活動

を行う う ，積極的 話を聞こう す 姿を見せ う た。こ 伝えたい いう

け く， 松 逸雄さ の を知 たい いう意欲 ，Ａ生の中 芽生えた あ う

思わ 。 

遠隔合同授業 い ，意欲的 他校の友 ちの話を聞いた ，資料 く 付け た す 様

子 見 た。天龍村の熊谷長 郎さ 防災のた 植林を始 たこ を聞く ， 松 逸雄さ の

道作 ，災害 地域を守 た た。同 気付 ，自 調べ いた 当時の人々

災害 悩まさ いたこ を振 返 いた。また， 上村 災害 仕事を失う人 多 た

こ 南信濃地区 近藤知 郎さ の尽力 ，働く場所や娯楽施設 多く たこ を ，

郷土の発展 防災，就労 あ こ を感 こ いた。 

 

 

 

評価 観点 遠隔会議システムを使 話し合 たこ ，各校の児童 調べた 人(松 さ ，熊谷

さ ，近藤さ ) ，郷土を守 う いう共通した思い あ こ 気付くこ 。 

具体的変容 
他の学校の発表を聞くこ ， の地域 郷土を守 たい いう思い 尽力し

た人 い こ 分 た。 

郷土の発展 他地域の け く，防災や就労 関わ あ こ 気付

いた。 

 

 

 

 校そ ま た のを発表し合うこ ，自分たちの地域 け く，他地域の様子 ，

さ 関心を深 う た。また，そ 調べた人の思い け く，地域の発展

防災 様々 こ 関わ く こ 気付くこ た。 

 学習環境面 い ，電子黒板 の板書や複数の通信機器の活用 ，こ ま 違 た試

さ た。引 続 い学習環境や研究会のあ 方を考え い たい。 

 

  

他校の発表を集中して聞き、学習

カードに書き込みしているＮ児 

書画カメラと電子黒板を用いた板書

や資料提示 

担任に加え、各校職員や主事も 

参加した研究会 

児童生徒 学び 全国へき地教育研究大会 姿から  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年生男子 名，女子 名，６年生女子 名，合計４名 の複式学級 し 日々の学習を進 い 。

その中 ，理科 ，６年生一緒 進 い ，小規模特認校の関係 児童の転出入を考慮し，複式

学年別学習 し 取 組 い 。 
 

 

年：電流 鉄心を磁化す 働 あ こ や電磁石 その極や強さ 特性 あ こ わ 。 

６年：発電や蓄電，電気の変換 い 理解し，効率的 電気の利用を考え こ 。 

 

 

 

 

 

 
 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

学習計画 
単元のガイダンス 

個々 単元全体の学習計画 

・異学年合同 学び 
時間 

 

追  究 

自分の計画を参考 個々 学習

の追究をす 。 自由進度学習  

・自律した個 学び 
13 時間 

自分の計画を参考 発展学習を

す 。 時間 余裕 あ 場合  

・自律した個 学び 上記 13 時

間 含  

ま  
単元全体の振 返  

学習発表会 

・異学年合同 学び 
時間 

 

 

 

 

 

 

年生Ａ生 ，導入時 ６年生の学習 関心 高く， 早く ーターカーを く たい 言 い

た。学習計画 発展学習 ーターカーを く け書いた。し し，追究を雑 す こ

く，自分のペース ，こ わ 学習カード 書 い 実験 集中し 取 組 いた。電

磁石や棒磁石 釘を け 場面 ，釘の 方や本数 こ わ ，時間を け く 確 い

た。その分ややゆ く ペース ち あ た ，終わ べ こ ま 間 合わせ こ

た。学習カードへの記録 不十分 場合 ，チェックの こ 教師 支援した ，書い い い

5,6年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 

単元 らい 

自律した個 学び 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

 

遠隔合同 学び 

実践スタイル 複式学年別指導におけ 一人一人 個性に合わせた自由進度学習 取組 

意 図 

年：主体的 動 やすくす た 単元全体 渡 学習 使う物 電磁石， 

鉄心，導線，検流計，電流計， ーター を児童の近く 準備す 。 

 

△△△△△

△

△

△

△

５年理科 電流 たらき  

６年理科 電気 利用  

小学校 

      ５年 電流 たらき と６年 電気 利用 を    

同時に進め 異学年合同 学び                  

 

６年： 年 同 準備し く。効率的 電気の利用の確認のた 手軽 準備

しやすく試しやすい micro:bit プログラミング 環境を整え 。 

 

△△△△△

△

△

△

△

ノーベル化学賞の新聞を見 、リチウム 

電池の話 盛り上 る 5ヷ6年生 

街灯のプログラミングﾞをし，点灯ヷ消灯の 

丁度良いタイミングを探し続ける 6年生 

棒磁石に きるだけ釘をつけようと， 

納得のいくま やり続ける 5年生 

児童 学び 全国へき地教育研究大会 姿から  

 

学習者 ユニ とそ 意図 

５,６年 
飯田市立上村小学校 
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け 理解し い こ ほ た。楽し し いた ーターカー く ，スピードを速く

し う 試行錯誤を繰 返し いた。意欲 こ く，振 返 の中 最後ま 次への目標を

進 決 こ た。単元終わ のテスト 初 満点を こ た。全体の振 返

この学習のや 方 ， く 合 い 。 くわ た 言 た。思う う い 困

たこ あ た ，自分のペース たこ ，確 学び たの い 思う。 

６年生 生 ， 名 け の 一人学び 続く自由進度学習 さほ 新鮮味

た う 。し し，個々の学習計画を立 時 ，今ま のや 方 違 いたの ， 自分のしたい

実験 意欲を膨 ませ いた。何事 確実 こ し いく児童 の ，教師 確認す

こ の ，ほ 自分の力 計画通 進 い た。学習毎の振 返 学習内容 沿 わ た

こ 等を自分の言葉 ま こ た。また コン ンサー 電気 た の 等の

疑問 持 こ た。発展学習 入 ，風力発電機を く 計画 あ た ，発泡スチロールカ

ッターを く こ 変更した。前時 学習した 電気 熱 変わ ， うそく 断さ たこ

相当驚いたこ 影響し い 思わ 。最後 効率的 電気の利用 いうこ プログラミング

学習 挑戦した。身近 街灯や防犯灯 プログラム 動い い こ を知 た児童 ，教師

のヒントカードを micro：bitを使 プログラミングをし，街灯や防犯灯 同 う 反応をす

の ，進 確 ，その良さを実感す こ た。この学習をし 自分のや たいこ

。友 ち の協力 う た 言 ，時間 許す限 ，繰 返し実験，自分

工夫した実験，自分 や たい の く 等，最初 最後ま 主体的 学習 取 組 たこ ，確

学び い の い 感 た。 

 

 

評価 観点 実験やプログラミング 必要 のを判断し，主体的 取 組 う す 。 

具体的変容 
一人一人の子 の近く 器具や材料等 入 た箱を置くこ ，子 たち

自分の計画 沿 必要 器具等を取 出し，自分 工夫し 主体的 取

組 う い た。 生 ，電磁石 く や ーター く うまくい

い時 ，必要 の 何 を考え，工夫し 解決し いこう 繰 返し挑戦す 姿

あ た。Ａ生 ，最初，必要 のをす 教師 聞い しま た ，電磁石 く

こ わ 出 く 自分 必要 のを探し出し，納得 いくま 挑戦す 姿

あ た。 生 ，プログラミング 使うブロックの配列 試行錯誤し いた ，ヒン

トカードを参考 プログラミング ，さ 工夫をす 姿 あ た。 

 

 

自由進度学習 教師 子 初 の経験 あ た。そ ま 複式学年別学習 一人学び

学び合いをし た ， 一人学び の時間を増やし ，子 一人一人のペース 進 こ

満足感や達成感を味わ ほしい いう願いを持ち，試 た。結果 ，教師 子 自由

進度学習 対し 良い手応えを感 の た。 ，単元全体を見通し 児童 自分 学習

計画を立 こ ，関心 意欲をさ 高 こ た。 ，追究時，自分のこ わ

同 実験を繰 返した ，チェック 教師 言わ たこ を確認した し 自分のペース 集中

し 取 組 続け こ た。 ， い，わ い いうこ 続い 自分 何

したい いう気持ち 高ま ，学習意欲 落ち こ く，最後ま 進 こ た。

４ ， 一人学び あ ，異学年 あ ，時 互い 声を掛け合い，進捗状況や励まし

の言葉を伝え合う姿 自然 生ま いた。同 電気関係の学習を組 こ 異学年交流を自然 行う

こ た。 ，ち したこ ，教科書 い，自分の計画 いこ を進 試

こ た。本来， 自由進度学習 二教科 言わ い ，複式学年別 行う場合，一教

科 二学年分の準備をし く いけ いの ，複式学年別 上記の う 良い手応え 出 い

こ を け，一教科 進 い 良いの い 考え 。 

理科 け プログラミング教育 初 の経験 あ た。新学習指導要領の中 例 し 電気の

利用 ，特 効率的 電気の利用 い の学習の中 ， 言わ い ，効率的 電気を利用し い

身近 街灯や防犯灯 着目したこ ，プログラミングのイメー しやすく，論理的 思考へ   

結び け こ た。また，使うブロックのヒントカードを提示す こ 意欲 高ま ，  

集中し 取 組 続け こ た。micro：bit シミュ ーション プログラムを確認 た ，

本体をパソコン 離し ，持ち歩 い い 場所 試すこ た す の ，追究の  

幅を広 こ た。 

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

事例② 



令和元年度　中山間地リーディング校　新たな学び年間計画

飯田市立上村小学校

学　年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1学年

2学年

3学年

4学年

5学年

6学年

全　校

☆　上記の年間計画は本校の特徴的な学習をピックアップして見やすく並べたもので、実際は下記のことをふまえながら計画する。
　※　複式指導（学年別・同単元）は、年間を通じて個の指導計画に基づき、ＩＣＴ機器の活用を図りながら連学年（算数・理科・国語）や全校で進めていく。（異学年合同の学び、自律した個の学び）
　※　連携校三小学校の集合学習（遠隔学習を含む）は、４月の合同学年会で年間10時間程度の計画をたて、２月に振り返りをする。（異学年合同の学び、遠隔合同の学び）
　※　中学校との連携は、遠隔を使った遠山三校合同の外国語学習を学期に１回計画する。（遠隔合同の学び）
　※　プログラミング教育は、総合的な学習の時間や算数・理科の教科学習の中で進めていく。（異学年合同の学び、自律した個の学び）

理科

複式学年別

ICT

3年「植物を

育てよう」

4年「生き物

のくらし

～春～」

算数

複式学年別

1年「たし

ざん(1)｣

2年「たし算

とひき算の

ひっ算(1)」

音楽

ICT

｢ミュージカル｣

社会

遠隔三校

「ゴミの行方」

（xSync）

英語

遠隔三校

｢自己紹介｣

（xSync）

生活・
総合的な
学習の時間

ICT

｢しいたけを

育てよう｣

生活

ICT

「わたしたちの1年間」

社会

遠隔三校

｢郷土の発展に尽く

す｣

（xSync）

国語

複式学年別

ICT

5年「表現を

工夫して

書こう」

6年「話し方

を工夫して

スピーチ

しよう」

算数

複式学年別

ICT

3年「分数」

4年「小数×

小数」

図画工作

ICT

「版画」

理科

複式学年別

ICT

5年「生命の

誕生」

6年「人と他

の動物の体」

算数

複式学年別

1年「たしざん(2)」

2年「かけざん」

道徳

ICT

｢漢字に

思いを

こめて｣

算数

複式学年別

プログラミング

5年「円と

正多角形」

6年｢見積も

りを使って｣

生活

集合学習

｢学校探検｣

体育

ICT

「上っ鼓乱舞

２０１９」

(和太鼓)

理科

複式学年別

自由進度学習

プログラミング

5年｢電流の

はたらき｣

6年｢電気の利用｣

社会

ICT

「学校の

まわり」

特別活動

遠隔二校

「保健」

（Zoom)

音楽

プログラミング

｢作曲しよう｣

学級活動

ICT

｢タブレット

の使い方｣

国語

ICT

｢漫才｣

総合的な

学習の時間

ICT

「霜月祭の

ホームページ

作り(ESD)」

生活

ICT

「発表会に

向けて」
算数

集合学習

「三角形と

四角形」

遠隔合同の学び異学年合同の学び 自律した個の学び 集合学習
異学年合同の学び

＋自律した個の学び

自律した個の学び

＋異学年合同の学び

なかよしドリル（無学年制自由選択式ドリル）

体育

集合学習

｢ソフト

バレーボール｣

道徳

集合学習
｢おばあちゃ

んは無理｣

体育

集合学習

「水泳」

国語

集合学習

俳句「秋の

風景」



 

 

 

 

 

 

 

 

 少人数学級 ，個 く見え た 必要以上の支援を行 しまい， 動的 態度を育 ，自分

考え抜く力を奪 しまい ち あ 。そのた ，単元内自由進度学習 一人学び を設定し，自律的

学ぶ力 自己学習力や学習を見通す力，計画力 を育 いくこ を目指した。 一人学び を支え た

，次の点を工夫した。 

 

 

 

 

 

また，複式学級 の新た 学習指導 し カリ ュラム 取 入 を検討す た ，複数学年

同一時間 同一学習空間 の授業実践 設定した。 年理科 ふ こ ，６年理科 この た  

            年：国語 し けカードの作 方 ，生活科 ち 作 ※二教科同時 

            年：算数 さ ，理科 のの重さをく べ う ※二教科同時 

 自分 立 た学習計画 従 取 組 中 ，自分 抱いた問題を解決す た 自分 方法を

選択し 納得いくま 追究した ，友 ち 学び合 た す こ ，学習内容を理解し いく。 

 

 

 

 

 

 

単元 流れ 
主 学習活動 時数  ・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び ２年生 18時間  ３年生 13時間  

1 導入 全体  

 

 

 

 

2 追究 個人  

 

 

 

 

 

 

3 ま  

全体  

〇ガイダンスをす  

単元内容 関わ 導入をす  

単元の目標 学習内容を確認す  

学習計画を立  

 

〇学習の手引 従 学習を進  

①し けカードを作  

②作 方を説明す  

③作 ち を選 作  

ち の作 方の説明を書く 

発展学習 好 ち 作 ， 

ち ア ン  

 

〇学習したこ を振 返  

〇ガイダンスをす  

単元内容 関わ 導入をす  

単元の目標 学習内容を確認す  

学習計画を立  

 

〇学習の手引 従 学習を進  

①重さの測 方や計器の の 

読 方を確認す 全体  

※算数 理科を自分 選 学習す  

②重さの計算をす 算数  

③ のの重さをく べ 理科  

発展学習 や べえ作 ，ダンベル 

作 ， 人分の 菓子作  

〇学習したこ を振 返  

 

自律した個の 

学び 

小学校 

        
２・３年 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

自分 ペ ス コ ン学ぼう 

実践スタイル 単元内自由進度学習 一人学び に 自己学習力を高め 学び 

２年：国語，生活  ３年：算数，理科  

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

意 図 

学習の手引 計画表 学習シート 関係す 図書   

学習環境 見本，学習 関連した問題や情報，発展学習  

 

△△△△△

△

△

△

一人学びを進 いくた ，追究の助け 学習材 必要 あ ，個の特性や

追究の状況 応 自分 選択 う 準備し く。 

木曽町立 岳小学校 

学習者 ユニ とそ 意図 
単元内自由進度学習 ， 学習の手引 示さ た単元目標や学習内

容を参考 ，決 た時数内 単元の学習 終わ う 自分 学習

計画を立 自分のペース 一人学び を進 いく学習 あ 。 

① 学習への興味関心や意欲を高 た のガイダンス 導入  

② 学習内容の見通しを ち，計画的 取 組 いくた の学習の手引や計画表の準備 

③ 自分 学習問題を読 解 自学 た の学習シートの作成 

 学習意欲の持続や学習内容を活用し学びを いくた の発展学習 

事例③ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自由進度学習 ，その時間 自分 学習す こ を自分 確認し 進 い け いけ いの

，人任せ す こ く，自分 問題を読 解い 学習を進 う す 様子 見 た。  

また，追究の時間 教師 時間 区 い わけ いの ，上手くい い や

直した ，納得 いくま 繰 返した す こ た ，学習内容を自分 理解し う 努

力す こ いた。そ ， の実験や課題，単元の学習内容を自分の力 や 遂 たこ

，達成感を味わうこ いた。 

 

 

 

評価 観点 学習の手引 従い，個のペース 学習を進 いくこ ，主体的 学習 取 組 ， 

学習す 力やや 遂 た達成感を味わい ，学習内容を理解す こ 。 

具体的変容 
こ ま 人 中心 授業 進 いたこ ，一人一人 学ぶ機会

保障さ こ ，自分 進 け い状況 意図的 生ま ，問題を自分

読 解 解決し う す 学習力を高 ，達成感を味わうこ た。 

 

 

 

 一般的 行わ い 一斉学習 見 た学習 取 組 姿 ，自由進度学習 見

こ あ 。 うし 周 の子 同 ペース 進 いくこ 難しい子 ，自分のペース 学習

進 こ ，教室の中 安心し 学ぶこ ，時 い 立場 逆転し 教え合う

う こ 生ま こ あ 。 

 自己学習力 高ま いく 集団学習の質 高ま いくの い 考え の ，様々 学

習方法をバランス くカリ ュラム 編成し いくこ 必要 あ 。 

 

 

写真  

 

 

写真  

 

 

写真  

写真 ：学習シートを見  
人 し けカードを 

作 年生  

写真 ：一斉授業の時 違う 
子 同士の関わ 合い 

    年生  

写真 ：児童 ワクワクす う

学習環境の工夫 
 

児童生徒 学び 自律した個 学び  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

 

 

写真  

 

 

写真  

 

 

写真  

写真４：学習への興味関心や意欲

を高 導入の工夫 
年生  

写真 ：一人 や 遂 た 
喜びを先生 伝え 児童 

    年生  

写真６：学習したこ を生 し

菓子作 発展学習  
    年生  
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 ４ の学年 ４ ６年 合同 行うこ ，今年度 毛筆を始 た 年生 ，上級生の書

方を手本 し 良さを真似し う した ，上級生 ， 級生の見本 う 姿勢や書 方を普

段 意識し 取 組 た す の い 考えた。また，上級生や 級生関係 く，書写 得意

児童 ，同学年 け く他学年の児童 認 こ ，自己肯定感を高 た ，他者の良さ

気 ，そ を認 合え 関係を築いた す 機会 こ 願 た。 

また，４ の学年合同 す こ ，指導や支援 あた 職員 増え た ，個 応 た支援 しや

すく た ，専門性を活 した指導を行えた す 考え，設定をした。 

 

 

 書写を４ の学年合同 行うこ ，他学年の習字の良さ 気 ，そ を自己の練習 活 し

，課題の文字を丁寧 書くこ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

 学習問題の把握 

 

 

 追究 

 

 

 ま  

学年 の目標を知 ，書く時

気を付け 点を確認す 。 

 

気を付け 点を意識し 取  

組 。 

 

作品を見合い，感想を伝え 。 

異学年合同の学び 時間 

小学校 

        

３・４・５・６年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

他学年 書き方 良さをま う 

実践スタイル 異学年と 学びに 新た 見方や考え方へ 気 きと学習意欲 向上 

３・４・５・６年生 書写  

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

意 図 

模造紙大の手本  電子黒板 タイムスケ ュールや振 返 の仕方の提示  

付箋 

 

△△△△△

△

△
△
△

模造紙大の手本 ，教室 広 の多目的ホール 学習をす た ，少し離 た場所

見え う した。付箋 ，振 返 同学年や他学年の友へ，感想を記入し

伝え た 用意した。タイムスケ ュールを提示す こ ，見通しを ち

自分 学習を進 う した。 

木曽町立 岳小学校 

学習者 ユニ とそ 意図 

事例④ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異学年合同 学習す こ ，い 違う緊張感 授業 臨 い 児童 多くいた。隣

他学年の様子を見 こ ， い 書 たい や ６年生 たい 書 たい ， 高い

目標を設定し 書こう す 様子 見 た。また， の学年 上の学年の書 方を参考 す け

く，逆 上の学年 の学年の良さ 刺激を け，手本や目標を意識し ， 集中し 取 組

姿 あ た。中 ，隣の友 け く別の学年の様子を見 回 た ，書 方を教え合 た す 児童

いた。 

 書 終えた作品を見合う場面 ，自分の振 返 を赤の付箋 ，友の作品への感想を青の付箋 記

入し，渡し いた。画の書 方の良さや字のバランス 着目し 作品を見合うこ いた。 

 

 

評価 観点 異学年合同 学習す こ ，学習意欲を高 た ，他者の良さ 気 ，そ を

認 合 た す こ た 。 

具体的変容 
異学年合同 の学び い 違う人間関係 た ，緊張感や意欲 生ま

た ，丁寧 書く気持ちや集中力 高ま た し いた。他学年の習字の良さ  

気 ，そ を生 そう す 気持ち 生ま いた。 

 

 

 異学年合同 学習を組 こ ，複数の職員 ， 細や 個 応 た支援を行うこ 。 

時 ，空 時間 し 活用 う 良い 思う。少人数学級 学年内 人間関係の

組 換え い環境 い ，異学年合同 の学習を意図的 仕組 いくこ 必要 あ 。 

 

写真

 

写真

 

写真

写真 ：学年 目標や書く時

注意す こ を確認 

写真 ：学年 設定さ た目標 

 

写真 ：異学年 席を配置 

 

児童生徒 学び 異学年合同 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

 

写真

 

写真

 

写真

写真４：追究の中 再度押さえたい

こ あ ，その学年

けを集 指導 

写真 ：個 応 た支援 

 

写真６：学年 のタイムスケ

ュールを電子黒板 提示 

 

年生 

年生 

事例④ 



中山間地リーディング校　 おんたけ プ ン 年間計画

木曽町立三岳小学校

学　年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1学年

2学年

3学年

4学年

5学年

6学年

全校

※印・・・集合学習や遠隔合同学習をおこなう時の相手校

国語
異学年合同

書写

おんたけ学習 無学年制自由選択式ド 異学年合同・自律した個 学び

体育
遠隔合同
運動会表現

三岳小→王滝小

特別活動
集合学習
児童会祭
※王滝小

体育
遠隔合同
運動会表現

王滝小→三岳小

体育
異学年合同
体ほ し運動

体育
異学年合同
体ほ し運動

音楽
異学年合同
音楽会
向けて

(合奏･合唱)

音楽
異学年合同
音楽会
向けて

合奏・合唱

外国語活動
異学年合同

国語
異学年合同

書写

特別活動
遠隔合同
児童会祭

ついて

総合的
学習 時間
異学年合同
集合学習
御嶽山

ついて
※王滝小

体育
異学年合同
運動会
向けて
表現

体育
異学年合同
運動会
向けて
表現

生活
異学年合同
集合学習
学校交流

国語
異学年合同

書写

生活
異学年合同
集合学習
生活科遠足
※王滝小

理科
自由進度学習
も
あたたま 方

図画工作
異学年合同
集合学習
造形遊び
※王滝小

図画工作
異学年合同
集合学習
造形遊び
※王滝小

体育
異学年合同
集合学習
ボー

運動
※王滝小

理科
自由進度学習

ふ こ

理科
自由進度学習
てこ

た き

国語
異学年
合同
書写

総合的
学習 時間
異学年合同

一人総
合

生活
異学年合同
集合学習

き作

※王滝小

特別活動
遠隔合同

児童会会長選挙
※王滝小

体育
集合学習
スキー
※王滝小

遠隔合同 学び異学年合同 学び 自律した個 学び
自律した個 学び
＋異学年合同 学び 集合学習

異学年合同 学び
＋遠隔合同 学び

異学年合同 学び
＋自律した個 学び

集合学習
＋異学年合同 学び

国語・生活
自由進度学習
二教科同時
おもち 作

算数・理科
自由進度学習
二教科同時

重さ

音楽
遠隔合同
合唱表現

三岳小→王滝小

算数
自由進度学習
円 面積

特別活動
集合学習
学校交流
※王滝小

特別活動
集合学習
児童会祭
※福島小

図画工作
異学年合同
造形遊び



 

 

 

 

 

 

 

 栄小学校４名，秋山分校 名，飯山市立東小学校 名の の学級を，Web 会議システムを利用し ，

グループ構成 した。 グループ ，栄小学校，分校，東小学校各 名を Web会議システム 結 オ

ンライングループ ，栄小学校の 名 構成したオフライングループ あ 。秋山分校，東小学校の通常

授業 ，実現す こ の いグループ学習を行 た。 

 

 

 様々 土地のく しの工夫や特徴を学習した児童たち ，資料 特徴を探し す場面 ，見 けた

特徴をヒント 地図帳や資料集を手 し 地域を探すこ を通し ，グループ 予想した地域

い 根拠を示し 説明す こ 。 

 

 

  

 

 

 

 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

低い(高い)土地のく し，

国土の気候の特色，あたた

い(寒い)土地のく し い

，調べ ま 学習をし

た児童 ，発展的 学習

し グループ学習を行う。 

手 の資料

都市の雨温図，写真，イラ

スト，新聞記事等 地域

関す 特徴を見 け出し，

地図帳や資料集を手

し 地域を特定す 。 

遠隔合同の学び 時間 

  

 

 

 

 

 

小学校 

        

５年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

わたしたち 国土(発展的 内容) 

実践スタイル 主体的・対話的 深い学び グル プ学習を遠隔合同 学び 実現 

単元 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

意 図 

の資料，社会教科書，地図帳，資料集，Web会議システム 

 

 

△△△△△

△

△
△
△

手 資料 取 出した情報を ，地図帳や資料集 追加情報を

得 ，集 た情報を関連付け 考え 情報活用能力を育成す 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

栄村立栄小学校 

学習者 ユニ とそ 意図 

ICTを活用した東小学校 様子 

東小学校にて撮影 

グル プ構成 

(左側がオンライングル プ)  

栄小学校にて撮影  (５つ 資料) 

事例⑤ 



 

 

グループ 活発 話合い 行わ た。 

の資料 ，ヒント そう こ を出

し合 い ，そのヒント 関連す 追加情報

地図帳，資料集 の資料 を探し出すこ

た。そ の資料を関連付け ，最終的

結論を出し いた。 

成果 し ，グループ学習 ，そ

の子 取 出した情報 追加情報を

，自分たち 課題を解決す こ た

こ あ 。秋山分校 東小学校の児童

，通常，担任 一対一の学習環境 い

。その う 環境 自分一人の考え 授業

進 ，新しい考え 気付いた ，自分の考え

深ま た す こ 少 い。今回，オンラ

イン グループ学習を成立させたこ ，

自分の考えを示す け く，他者の考え 合

わせ 吟味し ，担任 ほ 出 こ く 子 たち 協力し 課題を解決し いけ

授業 た。 

課題 し ，個 応 た課題の設定 あ 。以前同 う 展開 授業を行 た ，グループ

中心 話合いを進 いた児童 以 Ａ児 ，本時 あま 自分 話す様子 見 い

いうこ あ た。こ 恐 く資料 難しく たた 考え 。難しく たこ 話し合う意

識 高ま た児童 いた一方 ，Ａ児 自分の意見 言え く ，逆 学習を妨 しまう

こ た。今回の授業 難しい資料を与えた上 ，Ａ児の実態 寄 添 た支援を考え 必要

あ た 思わ 。 

 

 

 

通常，児童 担任 一対一の学習環境 い ，Web 会議システムを利用し ，複数の学級を 

結ぶこ ，す そ い グループ学習をし い の う 自然 学習環境を整え こ た。

日常的 継続的 遠隔合同の学びを行うこ ， 主体的 対話的 ，深い学び そう 。 

評価 観点 
遠隔合同の学び ，自己の学びを振 返 ，新た 視点や考え方

ふ こ 。 

具体的変容 

自分 取 出した情報 友 ち の追加情報を ，自分たち 課題を解決す

こ た。自分の考えを示す け く，他者の考え 合わせ 吟味し ，

さ 理解 深 た ，新た 視点 気付いた す こ た。 

児童 学び 遠隔合同 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

事例⑤ 



 

 

 

 

 

 

 

 自律した個の学習を行うた ，個別学習の時間を 時間確保す 。課題の設定，取 組 方 い

，自分 考え 決定す 。 

 個の学びの振 返 し ，遠隔合同の学びの場を設定し， 互いの学習成果を紹介す 共 ，意見

や感想の交換を行う。 

 

 

 算数の単元学習を終えた児童 ，自分 課題を設定し，課題への取 組 方を考え ，学習を行うこ

を通し ，主体的 学ぶ姿勢を培う。また，個の学習成果を発表し合うこ ，自分の学びの価値や新

た 視点 気付くこ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

各単元末 自律した

個の学びの時間を 時

間設定す 。 

自律した個の学びの

後，遠隔合同の学びの時

間を持ち， 互いの学習

成果を紹介し合い，意見

交換を行う。 

課題を設定し学習計画を立 。 

課題解決 取 組 。 
自律した個の学び 時間 

Web会議システムを利用し ，個

の学びの成果を発表し，意見交

換を行う。 

遠隔合同の学び 時間 

実施した単元 ４月～６月  

 対称 図形，文字 式，分数×分数 

※単元内 け 進度調整 ，単元末自由学習の時数 生 出せた。  

 

 

 

小学校 

        
６年 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

算数 単元末自由学習 

実践スタイル 個 課題解決型学習と遠隔合同 学びに 主体的・対話的 学び 

単元 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

意 図 

算数教科書，ドリル，問題集，Web会議システム，書画カメラ 

 

△△△△△

△

△

△

△

個の課題 取 組 ，その学習成果を友 ち わ やすく伝え 。 

△△△△△

△

△

△

△

栄村立栄小学校 

学習者 ユニ とそ 意図 

分数を表に示し がら，線対称に

ペア 数が逆数に ってい こと

を説明していた。 

(スク ンシ ) 

対称 図形について，教科書に

い線対称や点対称 きま を見つけ

たい という課題を持ちまとめた。 

(児童ノ ) 

自分 課題を明示し，２時間 取

組 学習内容 計画を立て 。 

(学習カ ) 

事例⑥ 



 

 

昨年度 学期，算数の 単元内自由進度学習 取 組 た。子 たち ，教科書の問題を解く

こ 勉強す こ 思い，ペー を進 こ 最優先 い こ う えた。また，問題

を解くこ い 学習した内容 い 説明を求 ，理解 あやふや 感 う

こ あ た。そこ 今年度 ，単元の学習を一通 終え ，自分 課題を設定し ，見通しを

学習す 単元末自由学習 取 組 た。 

単元を一通 学習し あ たの ，自分の課題を設定しやす た 思わ 。 対称 図形

， 難しい点対称 図形を描く ， 教科書 い線対称や点対称の ま を見 けたい ， う一

度線対称や点対称の復習をし 確認したい いう個々の課題を こ た。こ ，個のペース

学ぶ いうこ 加え ， 個の学び を保障す 時間 た う 思わ 。この授業の後の学級

， …何 ，子 たちの集中力 す た す。一人一人の課題 違 たの 話し合う

姿 あ ませ した ，全員黙々 進 いました。最初の 時間 授業 終わ 続け う し

いましたの ， 時間目 スムー 取 こ ました。… 書 いた。児童の主体

的 学びの姿 見 ，子 必要感のあ 時間 た 推測 た。 

また， 分数×分数 ，逆数 い 考察した児童 いた。分数を表 示し ，逆数 線対称

数のペア い こ を説明し いた。こ ま の単元 学 こ 関連させ ，深

い学びの姿 見 。また， の分数を け い 答え 同 分数 を見 け こ

を課題 した児童 ， 分子 ，分母 連番 い 分数 そ 当す こ を見 けた。

そこ ，さ ， 分子 い場合 ， 分母 連番 い場合 ， 分母 同 分子 違う場合

い 検証を行 た。同 課題を設定し いた児童 ， 自分の予想し いた通 ，分子 ，

分母 続い い の分数 ， け い 答え 同 分数 分 た ，そこ や

しま たけ ，Ａ君 ，同 い場合 考え い す い 思 た。 感想 述べ た。

新た 視点 出会 た驚 感 。 

 

 

 

 

 

単元 学習したこ を理解した いた児童 ，自分 課題を設定し，解決 取 組 学習

活動を通し ，曖 た理解 確実 の た ，自信を 問題 取 組 う た

し ，学習した内容の定着 図 い 様子 う えた。また，友 ちの学び い の発表

を聞くこ ，同 課題 取 組 い 自分 視点 違うこ 気付けた様子 う えた。 

評価 観点 
自律した個の学び，遠隔合同の学び ，自己の学びを振 返 ，  

新た 視点や考え方 ふ こ た 。 

具体的変容 

自分 課題を設定し 見通しを ち，取 組 方を考え 学 ，友 ちの

学び 触 た す こ ，さ 理解 深 た ，新た 視点 気付いた す

こ た。 

児童 学び 自律した個 学び，遠隔合同 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

事例⑥ 



 

 

 

 

 

 

 

 遠隔ミニビブリオバトル(書評合戦)を通し ， 読 ，聞く，話す いうコミュニケーション力を向

上させ ，他校児童 の交流を図 こ 。また，読書への関心を高 た ，読書の幅を

広 た す こ 。 

 

 

 2018年 12月，栄小学校 年生 のミニビブリオバトル開催 あた ，定期的 遠隔合同授業を行

いた飯山市立東小学校児童 ，個々の児童の発表を参観し い，感想やアドバイスを得 いう授

業を行 た。そこ ，遠隔合同の学びの具体 し ，飯水地区 広 こ を考えた。 

2019 年７月，遠隔合同授業実績のあ 校 飯山市立木島小学校を加え ４校 実施した。実施 あ

た ，飯水地区小中学校 飯山養護学校 ，Web視聴可能 あ こ を周知した。飯山小学校児童の聴

講参加を含 ， 校 の接続 あ た。10 月の飯水地区８小学校 の実施 あた ，飯水視聴覚

教育協会の事業 し 実施す こ を校長 アドバイスさ ，各校委員 技術的 支援を得た。 

 参加した児童 の 遠い学校 や たい ， 他の学年 や たい いう願いを実現

すべく，中山間地リー ング校 声を け，参加を希望した 学級 あわせ ７校 ，11 月実施した。 

バ ル 流れ 実施概要 参加者 形態 

司会進行 ，代表児童

行う。 

 

開会 

発表順の確認 

本の紹介 

分間の発表 

分間の 

スカッション 

 ×人数分 

チャンプ本の決定 

チャンプ本紹介者 

コメント 

閉会 

四校 実施(7/4実施,18分間) 

 司会：栄小図書委員長 

栄小，秋山分校，飯山

市立東小，木島小 

発表者 ６年生 

(飯山小 聴講参加) 

休 時間の 

活動 

参観 自由 

第 回飯水小学校遠隔ミニビブリ

オバトル(10/9実施,40分間) 

 司会：栄小図書委員長 

飯水視聴覚教育協会事業 し

実施 

飯水地区八小学校 

６年生( 校の ４年生) 
時間の 

授業 し  

 

学級 学校 

参観 

第 回遠隔ミニビブリオバトル 

(11/27実施，40 分間) 

 司会：秋山分校６年児童 

 発表順の抽選 

 発表者６名のた  

スカッション 分間 

飯水地区五校六学級， 

木曽町立 岳小学校，

飯田市立上村小学校 

発表者 ～６年生 

聴講参加者 ～６年生 

 

 

 

 

 

 

小学校 

        
全 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

遠隔ミニビ オバ ル(書評合戦) 

実践スタイル ミニビ オバ ルに 遠隔合同 学び ～エ ア，学年を広げ ～ 

本実践 らい 

栄村立栄小学校 

遠隔ミニビ オバ ル 広が  

学級ごとにチャンプ本を決定 

(第２回・栄小５・６年) 

木島小児童に 紹介場面<校 ，木島小 ャラ 加工> 

(４校・ ャラ ビュ スク ン ャプチャ) 

事例⑦ 



 

 

① 喜び 

 ち う小学校の人 近く い 感 し ， 楽

し た。  

他の学校 い 会話 楽し た！

こ ，遠くの学校 し 。  

②広 楽しさ 

 人数 増え ゴチャゴチャし しまうけ ，増え

こ い の遠 く し たし，楽し た。  

四校合同のビブリオバトル 学校の数 増え，紹介さ た本 増え ，い 分類の本 紹

介さ ，自分の読 たい 思 た本 増え 良 た。  

③新た 見方，考え方を  

  人数の分，考え方 色々あ 思うの 遠隔授業を またや たい。  

い 読 本の ャンル 決ま いたの ，今回のミニビブリオバトル い 読ま い

本を読 し い 。  

感動，感心す  

 の学校 一生け 命 や い ，す く良い ー。  

初 のビブリオバトル す く し べ たし，質問 たくさ 言え す い。 

気付く 

 台のパソコン ，場所 た８校 話せ の す い。  

今の時代 ，インターネットを使 遠隔 話 出来 事 す い。  

意欲を  

  交流し 本を紹介したい。， 今度 ，私 本を紹介したい。  

最初 ，ビブリオバトル 何 思 たけ ，い 学校 本を紹介し い ， し

そう た ，読 たい 思 た。  

新た 学びへの願いを    

テーマを決 ， ち う授業(算数，国語 ) ， ち う学年 いう記述 見 た。 

考え (問題点を指摘す ，自己の考えを ) 

 最初の人 最後の方 忘 しまうの ，最初 や た人 不利 思う。  

ビブリオバトルをす 本を読 機会 増え 思う。  

 

 

回 わた ，エリアや学年を広 実践 た要因 し ，以 の 点を考え い 。 

  児童 価値のあ 学び あ た。 

  学級担任の負担 少 く，や たい 思え の あ た。 

 各学校 あ ICT機器 け 実施 ，機器準備 関わ 時間的 ロス 無 た。 

学級担任 ， 今ま 経験したこ の い学習スタイル 新鮮 ， 学級 い 同  

メンバー 授業をし い の ，この う 形 ，違う人 の関わ 有効 ， 授業の一環 し ， 

クラス内 ビブリオバトルをす こ 楽し 本 触 合うこ 機会 た 等

の感想 寄せ た。教師 新た 学びの可能性を感 いたこ う え 。 

児童の学び の あ を考え，アイ アを出し合い協働的 実践す こ ，遠隔合同の

学びを広 いくこ 。 

実践 手応え エビ ンス  

実施 アンケ 自由記述からうかがえ 児童 学び 

チャンプ本決定直前 紹介本提示場面 

(第２回・スク ン ャプチャ) 

事例⑦ 



中山間地域リーディング校　新たな学び年間計画

栄村立栄小学校

学　年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1学年

2学年

3学年

4学年

5学年

6学年

★10月，11月に　飯水遠隔ミニビブリオバトルを開催(飯山市＋栄村の小学校８校を結んで)

ICT遠隔

国語

遠隔合同

｢ともこさん

はどこかな｣

生活

｢なのはな

えんそく｣ 体育

｢表現・

ダンス・

運動会

得点種目｣

国語

遠隔合同

｢よく聞いて

自己紹介｣

音楽

｢合唱・音楽会｣

社会

遠隔合同

｢長野見学｣

社会

遠隔合同

｢消防･警察

の仕事｣

体育

「クロスカントリー

スキー・

アルペンスキー」

生活

｢東部だに

えんそく｣

社会

遠隔合同

｢栄村と飯山市｣

図画工作，体育

（全題材，単元）

生活

集合学習

｢ようこそ

栄小へ｣

※東小訪問

算数

｢自由進度学習｣

異学年合同の学び 自律した個の学び 自律した個の学び＋異学年合同の学び異学年合同の学び＋遠隔合同の学び 自律した個の学び＋遠隔合同の学び

遠隔合同の学び 集合学習 遠隔合同の学び＋異学年合同の学び＝飯水遠隔ミニビブリオバトル

音楽

｢合唱・音楽会｣

体育

「クロスカントリー

スキー・

アルペンスキー」

体育

｢表現・

組体操・

運動会

得点種目｣

遠隔合同

算数

「単元末自由学習」

総合的な学習の時間

遠隔合同

「海の学習・佐渡へ」

体育

自律した

個の学び

ICT

｢マット運動｣

飯水遠隔ミニビブリオバトル

総合的な
学習の時間

遠隔合同

（学習発表）

※東小

国語

「この絵わたしはこう見る」他

社会 他

（発展的な内容）

図画工作，体育

（全題材，単元）

図画工作，体育

（全題材，単元）



□ 自律的に学ぶことを楽しみ，未知の世界と出会う
（信州大学学術研究院教育学系教授 伏木久始氏）□ できないことをできるに，マナスをプボスに
（信州大学学術研究院教育学系教授 村松浩幸氏）

ｒｄ
P 3-1～

P 3-8～
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自律的 学ぶ 楽 ， 
未知 世界 出会う 

 

 

 

写真 撮 時… フ ン ー 映 ３人 姿 見 私 う願 。…自分 学ぶ
楽 ，未知 世界 出会い ワ ワ ほ い… う 思い ，私 小・中・高校 教諭時代 出会え 子
対 同 う 考え う 。 そ 今 ，一人 教育学者 同 ，子 一人一人

。  
 

 

 

 

伏 木  久 始  
信州大学 学術研究院(教育学系) 教授 

大学院教育学研究科 高度教職実践専攻(教職大学院) 専攻長 
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■ ，新 い教育 求 い ？ 
 

フ ー 大学 ・Ａ・ ボーン准教授 ， 今後10～20 年程度 ，( 総雇用者 )約47％ 仕事
自動化 高い いう推定結果 示 ュー ー 市立大学 キャシー・ ビ ソン教授 ， 2011年度

小学校 入学 子 65％ ，大学卒業時 ，今 存在 い い職業 就く う。 述 い 。
企業や公共機関 受付 一部 自動音声やＡＩ ー ー 切 替え ， 店 会計 セ フ 増え 。未来
社会 そ く私 予測 超え う。 
う 中，第５期科学技術基本計画 2016-2020 合わ ，政府 未来社会 姿 Society5.0 いう概念 提唱
。人類 歴史 ，狩猟社会 Society 1.0 ，農耕社会 Society 2.0 ，工業社会 Society 3.0 ，情報社会 Society 4.0 進化 ，

次世代 Society 5.0 , ー空間 仮想空間 フ 空間 現実空間 高度 融合 シ ，経済発
展 社会的課題 解決 両立 人間中心 社会 い 。Society5.0 ，ＩoT Internet of Things 全 人

，様々 知識や情報 共有 ，今 い新 価値 生 出 い 。 
人工知能 ＡＩ ， ボ や自動走行車 技術革新 進 。 ー 進化 ， 輸送 代わ
ーン宅配 普及 ，高齢者 通院 く 自宅 居 遠隔 ン ン診察 受け 。 う

新 い技術 ,少子高齢化，地方 過疎化，貧富 格差 課題解決 貢献 考え い 。 伏木：2019  

  

 

 

う 現代社会 変化 中 ，従来型 学校教育 ,未来 生 子 学ぶ環境 フ い面 顕在
化 。 ，やや 指示 通 正確 仕事 ，学習者 意思 無関係 決 時間
割 厳守 ，集団 合わ 行動 人材 送 出 言え 。 

学校 ，教育内容や授業方法 見直 ，ＡＩ 不得意 領域 能力 伸張 焦点 あ 学習指導 着目
求 , 新 い学 意図 研修 く 企画 う ， う 社会的背景 踏 え
理解 。 
教育 何 受け継 ， ういう教育 新 推進 いく 必要 あ 考え う。 

▲ ーン宅配  

出典

映像よ 切

取

▲遠隔 ン ン診察 

出典

映像よ 切取
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■社会 変化 対応 前 ， そ 子 生 方 豊 教育 優先  
 

い社会 変化 主体的 対応 いけ 人材 育成 いう け声 く耳 。国際社会 競争 生
残 いく ,新 知識や技術 生 出 いく問題解決力や斬新 発想力 必要 … 説明 。そ
言説 重要 意味 あ ，学校教育 社会的使命 ，社会 期待 人材 育成 無頓着 あ
い う 思い 。 
，私 そ 以上 ，学習者主体 教育 進 いく 優先 い 考え い 。国際社会 変化 ，国や自治

体 持続可能 社会 意図 新 い教育 求 ，そ 沿 新 実践研究 目指 いう う ，国家 政治
的要請や経済的事情 従属 く，一人一人 子 生 方 豊 ，自分 く学 続け
個 育 いく 新 学 あ 第一 考え ，私 学校現場 先生方 支援 い 。 

 

ューセ 工科大学 ー ー・セン 2000 ，現状 学校 次 う 指摘 。  
学校 いう 日常生活 切 離 ，権威主義的様式 支配 ，何 標準化 製品
生 目指 ，急速 拡大 産業化時代 仕事場 必要 労働力 供給 準備 。      
… 中略 … う 制度 ，基本的 子 子 い子 いう二 ー 分け
扱う。組 立 作業 ン ー 合わ 学 い生徒 脱落 ，あ い 追い う 苦
続け 。 子 ー ，あ い 今日流行 言葉 言う 学習困難児 LD いう 貼
。 学校 生産物 生産工程 統一 確立 ，そ 子 同 様式 学ぶ い

う，子 仮定 あ 。そ 結果，教育者 管理者，監督者 ，伝統的 ン ー ン ー いう
関係 く ，学習者中心 学習 教員中心 学習 変わ 。動機 け 生 生徒自身
く，教員 責任 。 

 

セン ，現状 学校教育 ，規格化 機械 部品 製造 いく工場 う シ 営 い 捉え，学校
教育 目的そ 批判的 問い直 求 。人 学 育 場 あ 学校 ，学ぶ主体 子
中心 学 舎 い う 点検 提言 。 

  

，そ 子 生 方 豊 教育 ういう う ？私 子 頃 周囲 大人 受け
い 教え ， 勉強 ， いい学校 進学 ， いい大学 入 い ，豊 人生 送 い いう 。そ
いい学校 ， いい大学 ，いわ 偏差値 高い いう意味 あ ，自分 興味・関心 別 尺度 判断 ，そ

キュ や授業 質 話題 あ 。  
自分 大学 働く う 確信 ，偏差値 進路指導 ，入学試験 獲得 点数 近 い生徒
同士 同 進学先 同窓生 いうシ 維持 ，一人一人 受験生 ，自分 生
方 豊 保障 い いう 。学歴 得 努力 頑張 ， 実 結ぶ あ う。 ，



3-4 

 

決定的 重要 ，自分 学ぼう 意慾 そ 必要 力 。そう 意慾や能力 高 いう
， キュ 開発 学習指導 コン ー 実現 難 く，自分 主体的 選択 基 く学習経験
蓄積 身 い いく あ 思い 。 

，い 間 日本 多く 学校 ，そ
子 選択 試行錯誤やそ 子 発想 大切
教育 ，偏差値 高い進学先 入学
目的化 い，ペー ー 正答 埋
う 学力 重視 う い 。そう

いう学習訓練 就職後 生 い 時代 ，そ
意味 あ わけ ，今 子 社

会 出 頃 ， ュ 通 仕事や機械的 作業
，ＡＩ 搭載 機械 人間 代わ 時代 。  

，未来 生 子 生 方 豊
私 ，従来型 教育実践 知見 踏 え
，子 学習 環境 問い直 ，教育者側 教育観
学ぶ側 論理 立 更新 いく 思い 。例え
，自分 問い 学習課題 据え ，学習方法や学習
ペー 自分 選択 ，学習 自分 表現
いう学習経験 く 積 望 い う。 

そう 学習経験 通 ，子 自分 自覚 ，自己肯定感 高 ，他者 関わ 深 ，自分 能力
精一杯発揮 ，社会 活躍 いく ， 子 生 方 豊 言え 思い 。 

 ■自律的 学ぶ学習者 育  
 

学校教育 役割 ，そ 社会 必要 知識・技能 学習者 身 け ，家庭 連携 社会 適応 いく
ソーシャ キ ー ン ，一人一人 自己実現 貢献 う 学習機会 提供 いう ，時代 超

え 不易 教育課題 あ ，国境 越え 万国共通 教育的使命 。 そ 問わ ， 知識・技能
要求 ， そ ういう形 身 け 適切 考え ？ いう キュ や教育方法 妥当性 あ ，
そ ，時代的・社会的要請や，学習者 自己実現 あ 方 問い直 中 変化 流行 部分 あ 。そ ，
何 う考え直 必要 あ う ？ 問い 対 ，教え 側 学ぶ側 いう関係性 見直 始 必要 あ
思 い 。 

，熟達者 教師 ，未熟 存在 子 ，一方向的 知識・技能 伝達 いうシ ，授業
想定 い 。 う 伝達 乗 越え，子 学ぶ内容や方法 自 選択 自律学習 ，教師



3-5 

 

役割 大 く変わ く 。自 目的や目標 方法
考え，見通 仮説 自分 規律 従い，自分
ペー 問題解決 取 組 続け ，全 子
即座 適応 わけ あ 。そ ，設定
ー 上 脱線 い う 歩 ，自分 判断 認

先生 指示通 取 組 いう学 ー
適応 子 ，他律的 学ぶ 慣 親
い ，自律的 学ぶ 勧 戸惑う 当然

思い 。 ，学 手 あ 子 一人一人 ，少
自分 力 学 続け 学習経験 訓練 積 上 いく
必要 。 

学ぶ側 ，他人 指示・命令や与え 規律(他律)・学習
課題 従 学ぶ け く,状況 応 ，時 与え
内容・方法 自分 変更 ,自分 考え 学
続け 態度 ， 自律的 学 いう言葉 説明 い 。 
自己学習能力 育成 目的 位置 け 。  

 

伝達 ，教え 側 常 正解 ，状況 応 教え 側 適切 考え 方法 ，学 評価
教え 側 決 観点 規準 基 い 評価 いう基本構造 前提 い 。 伝達 ，教え 側 教師
知 い領域 子 学 誘導 い ，教師 指導 う 学 方 追究 い いう限界
あ 。 う 学習指導 け繰 返 ，未知 状況 直面 ，主体的 問題解決 力 培わ く
い 考え 。 予想困難 未来社会 求 知識・技能，能力や態度 い ，学校教育 い 身
け う 際 ，伝達 自律学習 移行 いく 望 い 思い 伏木・峯村：2017 。 

 ■中山間地域 小規模校 訪問 続け 思う  
 

毎年多く 学校現場 訪問 中 ，い 間 私 過疎
地・小規模校 教育実践 優先的 ー 講師 い

。同時 ，国際協同研究 ，北欧諸国や南半球 ュー
ー ン 過疎地 学校現場 訪問取材 機会 増え 。 
例え ， ー 北極圏内 島 唯一 学校 小規模校
授業や， ュー ー ン 最少人数 学校 紹介
ン 中腹 小学校，フ ン ン 中山間地域 地校
， 15年 本当 く 学校 訪問 。  
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そ 別 ， ン エ プ ン校や ン ソー 校， ー
ン ビ 校 ，敢え  複式学級 採用 学習集団 形成 い
教育実践 学 。教育制度 政治的・経済的背景 異 学校
，小規模校 善 フ 活 試行錯誤 続け い 点

, 学校 同 。参観 諸外国 学校 ，社会性 育成
優先 いう理由 ，３ 学年 同居 い 。一斉画一型指
導 授業 主流 あ 。 

訪問 学校 教師 ，子 教え 学 い
説明 Teaching Learning いう ー ン ，
子 主体的・自律的 学習 丁寧 支援 い 。 
そ ， 一人一人 子 学 継続的 診断 ，
ー 考え方 い ， い い ，

授業中 セ ン い 。  
小規模校 授業 教師 陥 指導 ，一人一人

子 先回 指導 う 。子 数 少 く手 けや い ，子 失敗 前 や 方 指導
，子 時間 与え い 正解 教え込 節介 指導 。 ，

子 追究力 育 難 い いう 私 見方 。自己学習能力 育 逆行 い 。 
教室 30人 居 個々 子 状況 把握 ，一人一人 学 セ ン 困難 。 ，少人
数学級 指導者 ，一人一人 差異 目 届く ， い善意 教え く 教師 性 知 。

,敢え 教え込 そ 子 試行錯誤 見守 ,そ 子 わ 寄 添 ，思考プ セ 共有
いう,息 長い学習指導 必要 。そういう手立 個 応 指導 具体的 実践 いく あ ，中山間地域
小規模校 そ 指導 思う 。 
 ■非認知能力 育 自律的 学 指導者  

 

近年，教育分野 関心 高 い 非認知能力 ， IQや学力 認知能力 ，子 そ
後，豊 人生 送 上 ，影響力 大 い いう研究報告 話題 言葉 。 粘 強く
取 組 力 grit や， 内発的動機 基 い 取 組 う 意慾 非認知能力 言い , 育
，自律的 学ぶ ，強い相関 あ わ 。 ，非認知能力 育成 阻害 最大 要因

あ ，教室内 問題行動 級友 ，厳格 規律 管理
方 ,影響 大 い いう研究 提出 い 。 え教育的配慮 根拠 い ，学 方 教師 全 決定
，先回 逐一指導 教室 ，教師 認識世界 超え 学 遮断 う ，教師 寄
道 い 。そ 自律的 学 成立 い ,非認知能力 失わ あ ，育
あ 。私 多く 先生方 ，自律的 学 指導者 い い 思う 。 
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子 教室 自律的 学 い 実感 ， 自分 選択 自 意志 取 組 い いう
自覚 い 時 。そ 学習意慾 高 ，自分 取 組 自己肯定感 強 。そ
，他者 繋 エ ー 得 ，未知 世界 飛 込 いく勇気 自信 得 ，私 考え い 。 
 

 

本事業 ，栄村立栄小学校 宇佐美教諭 木曽町立三岳小学校 三沢教諭 飯田市立上村小学校 小林教
諭 三人 コー ー ー教員 精力的 実践 重 く い 。三人 教員生活 中
積 上 自分 授業 別 ，子 自律的 学 異学年混合 学 ＩＣＴ 活用 遠隔学
習 ， 学 改革 即 果敢 い 姿 ，私 勇気 け 。やや 大学 研究
室 理論 実践 適用 け ーン学習 ，教育委員会 先 結論あ 予定調和的 実践
報告 事業 ，長野県教育委員会 企画運営 ，中山間地域 ー ン 校 いう指
定校 核 ，現場 先生方 実情 合わ ，新 学 創造 ション ，少 理念 共有
学 合 取 組 。 ，コー ー 教員 勤務校や連携校 管理職 支え ，同僚 巻 込
試行実践 行わ 担当 指導主事 有識者 一緒 ワン・ ー 協働 意義 あ

実践研究 。 私 ，子 自律的 学 指導 先生方 ー ー あ 続け 。 
自律的 学ぶ 楽 ，未知 世界 出会う ，生 方 豊 子 …。 
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2019年度信州大学 ュ ー育成塾 ー 発表会  

―技術 活用 ， 見 未来 創 出 ― 

 

小５ 中３ 異 学校 子 ，協同 火星 学校生活 快適 シ 開発 

 

 

い ， 
        プ ， 
―技術 拓く新 い学 ― 

 

 

村松 浩幸 

信州大学学術研究院教育学系教授    

附属次世代型学 研究開発セン ー長 
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■ い う 技術 役目 
 

本稿 ，中山間地域発 新 学 中 ，遠隔合同 学 ，言い換え  ICT 活用 学
い 述 。ICT や技術 活用 学 いう ，現在GIGA ー 人 台端末導入 ，

推進 い う いう ，国全体 流 。そ 一方 ， 教室 ICT 導入や授業 活用 対
否定的，あ い 極端 言え 嫌悪感 持 い 先生 少 い う 。
筆者 ICT 活用自体 肯定的 立場 ，決 先 ICTあ 考え い 。言う

く，ICT 子 学 促進 あ 。そ ICT＝技術 活用 いう ，技術
，人 そ い う ， プ 変え あ 考

え い 。 
例え ，眼鏡 考え う。私自身 眼鏡 外 何 見え ，大変 。朝起 ， 眼鏡 見
手探 探 時々あ 。眼鏡 いう技術 時代 あ ，私 日常生活 困難 来
い う。縄文時代やそ 以前 あ ，狩 ，生 困難 。眼鏡

，目 悪い いう 打 消 ， 増え 。眼鏡 いう人間 生 出 技術
深く感謝 け 。 
同様 ，そ い う 技術 教室 あ 。室内 明 く 蛍光灯
そう ，学校 いう形 明治 頃 あ 黒板 そ 。黒板 ， 明治初年 東京高等師
範学校 前身 人教師 紹介 ，広 い そう 。そ ，黒板自体 フ
ン  伝え 。フ ン 1800年

 始 高等理工科学校 画法幾何学 教授
黒板 活用 始 そう 。画法
幾何学 いう，言葉 け 伝え い 内容
学 い 願い 黒板 活用  

始 。 
教室 ，紙や石板 ，黒板

いう新 い技術 登場 ，文字 ，図
教室内 同時 情報共有 ，効率的 教

授 う 。当時 画期的 技
術 教育効果 う。そ 現代 ン
ー や ビ会議シ う ，黒板 ， 
当時 人 そ い新 い学
拓く ー ，世界中 教室 広 い
。 
黒板 登場 200年近く経 。100年後 未来 学校 ，黒板 そう あ う ， 

ICTや遠隔学習 技術 ，そ 登場 ，子 新 い学 拓 い 評価 う 実践
進 い 考え 。 
 

一方，2020年度 小学校段階 プ ン 教育 必修化 。小学校 プ ン 教育
目的 ，既 多く 方 存 う ，子 プ ン 言語自体 習得 く，プ
ン 体験 通 ，プ 働 や良 情報技術 社会 け 役割 知 ，そ 技術 考え

方 身 け 問題解決 役立 う 。言い換え ，ICT活用 け く，プ
いう技術そ 学 ，そ そ 使 問題解決 取 組 。今 ICT活用 ， う
一歩踏 込 ，子 技術そ 学 活用 いく段階 来 い いえ う。 

 

 

 

 

明治7年の黒板 掲示物 旧開智小学校  
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■技術 活用 中山間地域 新 い学                
 

い う いう点 ，中山間地域発 新 学 中 展開 ICT 遠
隔合同 学 やプ ン 教育 学 ， そ う 実践 あ 考え 。 
上村小学校 ，複数 プ ン 授

業 挑戦 。プ ン 通 ，最
初 最後 主体的 学習 取 組 い
子 姿 報告 い 。プ
いう技術 使  活動 ， 理科
見 う ，子 意欲的，主
体的 学 引 出 い 。 ，全国
地教育研究大会 い ，上村小学校 信
州大学 遠隔 プ ン 授業 行わ
，子 意欲的 ボ プ
ン 取 組 授業 距離 超え 展開
。先 述 う ， 教具的 IC

T 活用 一歩踏 込 子
自身 技術 学 ，主体的 取 組 い
。 
理科 授業 中 子 言葉 報

告 ， 自分 や い 。友達
協力 う ， 大

切 思い 。 調 学習や学
習 ，記録 等，ICT機
器 活用 い 思い ，プ
ン 取組 ，子 新 い学
拓い く 。 う 姿 ，プ ン
教育 取 組 い い 学校 見

。 
例え 中学年 子 ，通常 中学

校 習う う 数や 座標， 座標
い 座標系 プ ン 中 使
作品 作 いく姿 く見 。算数 体系

驚く ，子 数学
使 い いう意識 く，願う作品 作
い 様々 考え，作 必要 自 学 使え う い 。 う 取組 ，時 先生
方 超え い 。技術 何 ，子 先生 簡単 超え いく う 教育内容 ， 学校
教育 中 い う 。 

 

三岳小学校 ICT 活用 実践 展開 い 。例え ，王滝小学校 遠隔合同 児童会祭
や児童会選挙 実施 い 。 従来 あ ，行 来 け 大変 手間や時間 ，
技術 活用 実現 い 良い事例 い う 。 ，三岳小学校 昨年 ，王滝小学校
合同 プ ン 用い 楽器作 授業 取 組 い 。異 学校 子
，プ ン ＋ く 通 あ いう間 仲良く ，異学年 協力 合い， 形 い
姿 印象的 。協同 新 価値 生 出 ， 子 ， 大事 資

質・能力 。 
 

上村小学校 の遠隔プログラミング授業 
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３校 実践 中 特筆 ，栄小学校
中心 実践 。栄小学校 ,日常的
分校 遠隔授業 実施 い ，
そ 発展 ，地域 学校 巻 込 ，遠
隔 ビ 書評合戦 展開
。実践記録 あ う ，最終的 ，飯水

地区 小学校８校 展開， 上村小学校
参加 ，多く 学校 巻 込 実
践 展開 い 。記録 動画フ
拝見 ，多く 学校 子 書
評合戦 挑 姿 ， 生 生 い
。 ャンプ本 ン 緊張 瞬間。 ャン
プ本 選 子やそ 友達 盛 上 。
堂々 進行役 子 姿。そ 次々
ー 各校 別 挨拶 ， 参加 い 私 そ 参加 い う ，そ
気持 。 

う ，中山間地 ー ン 校 先生方 行わ 遠隔合同学習 実践 ，事業 あ
中山間地域発 通 ，中山間地 学校 地域 発信 ，地域全体 遠隔合同 実践 距
離 超え 取 組 ,大変素晴 い

思い 。 う ， 事業 実践や
成果 ，決 そ 実践校 中 け 留
く，周辺，そ い 全県 波及 いく
， 事業 目指 ー

い 考え 。 ， 年目 中山
間地域発 新 学 事業 大 成果
い う 。学級数 児童・生徒数 減少 ，
縮小 悩 各地 ，小 い
そ機動的 動く ，小 い そ
＆エ ー 簡単 ， 実践 改良

いけ 等，小 い く，
変え 新 い学 拓い いく。ICT 活
用 遠隔学習 そう 取組 大 く貢献
く い 。 

 

，前年度 ，栄小学校，上村小
学校 ，遠隔 プ ン 教員研
修会 実施 い 。私自身 学
部 あ 長野キャン い ，午後 隙
間時間 各校 先生方 一緒 演習 取 組

。特 ，栄小学校 研修
月 ， 通 見 い

い 学校 周 ｍ単位 雪景色 。通常
伺い け 一苦労 。 遠隔
陰 先生方 。
，そ 場 実際 越 あ
。 通常 行け い日程や時期

，や う 格段 大 い
い う 。長野県 ，遠隔

岳小学校 の合同プログラミング授業 

栄小学校 の遠隔プログラミング研修 
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教員研修 ，子 学 共 重要 ー く う。そ 貴重 実践 試
い 。 
 

■60年前 技術 拓い 新 学  
 

技術 子 学 関わ ，1953年 ，60年 前 山 分校 実践 記録 あ 。当時
NHK教育 ビ 放送 番組 ，栃木県 山奥 集落 あ 分校 実践 。 学校 ， 年生
３年生 年生 ６年生 複式学級 組 く，教育環境 貧弱 ，黒板 ョー 机 教科
書 あ け 。 

環境 中 赴任 先生 ， う 子 う く指導 様々 努力 重
そう 。そ 中 ，子 都会 学校 ３日間 留学 そう 。初 都会 学校 子
様々 驚 体験 。そ 中 子 特 衝撃 与え ，当時始 ビ
教育番組 見 授業 。そ 先生 ，自分 学校 戻 子 ビ 見 い いう
熱意 押 ，い い 掛け合いNHK ビ 借 。 
い い ビ や 。17 ン 小 白黒 ビ 小 フ ー 中 ，彼 一度
見 い世界 飛 込 。最初 音楽 教育番組 そう 。 ンやビ ，
，以前 ぼ や 想像 そ 楽器 響く う 音 聞 え く ，子 画面
吸い付け ，離 。 ビ 映 世界 大人 え驚く 。 
そ ビ 見 け く， ビ 視聴 子 学 変化 見え そう 。あ 子
何 家 一生懸命船 作 い 。そ 木 作 船 ， ビ 船 作 方 見 ，自分
作 く いう 。慣 い手 鑿( ) 扱う子 見 父親 使い方

，完成 船 学校 持 い 。生 本物 船 見 子 驚 ，他
子 船 作 出 そう 。そ 他 ビ番組 視聴 け 様々 学 展開 ，村

調 調 学習 発展 い 。現在 PBLや総合的 学習 時間 原点的 あ
。そ 成果 発表 発表会 ，子 ビ番組風 村 人 前 発表 。 
発表 ，子 自分 集落 生活 調 ，理解 け く， 集落全体 将来 発展

向け う 良い 提案 いう，堂々 そう 。子 様々 提案
。 

主 炭焼 い ，炭焼 危険 多い割 利益 少 い ，何 他 仕事
考え け 。 コン 地方 大変 く採 ，畑 少 い 収穫 多い
い う 。 ，川 水 冷 く い ，一年中水 温度 変わ い ， 養殖場 作

う う 家 い 色々調 い 。そ 他， 土地 ，わ ， ，椎茸 栽培
適 い ，先生 一緒 調 分 。  

う 子 発表 ，日々 生活 追わ い 保護者 ，あ 親 泣 ，あ 親 驚 ，あ 親
恥 ，改 自分 生活 振 返 。 番組 放映 当時，全国 大 反響 あ
そう 。 

 

60年前 実践 ， ソコン ン ー あ 。 ， ビ いう当時最先端 技術
，子 ，そ 地域 新 い世界 拓 ，新 い学 展開 い 。今 見 ， ー
ソコン プ 程度 大 ，白黒 ，不鮮明 画面 あ 。 そ ビ いう技術
，子 新 い学 出会う 。200年前 黒板 登場 ， ビ いう技術
，新 学 拓 い わけ 。今回 事業 ， ン ー ， ビ会議 いうICT 活用 ，6

0年前 ，あ い 手間 時間 大変 ，距離 超え 協同 学 各校 展
開 ， プ いう技術そ 学ぶ ， 違 学 展開 い 。
同時 ， 実践 決 無理 く，各校 展開 い 点 注目 点 あ 考え 。
今回 事業 通 ，時代 新 い段階 入 感 。 
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■技術 拓く新 い学 子  
 

現在， GIGA ー 構想 実現 向け 児童生徒 人 台端末 整備事業 展開 う い
。 目指 多様 子 誰一人取 残 い，公正 個別最適化 学
実現 。教育現場 ICT環境 基盤 先端技術等 活用 意義 い ，文部科学省 ，子

学 関わ 学 け 時間・距離 制約 取 払う 個別 最適 効果的 学
支援 学 知見 共有や生成 い 。 ，中山間地域発 新 学 い
。そ 少人数 え ，端末 整備や活用 ，取 組 う 思え 大規模校や大規模 自治体 実現

や い う。そ 実現 いけ ，小規模校 そ 規模 小 変え ，先端 いく学 実
現 いく 可能 う。今回 事業 そ 実証 第一歩 あ 思い 。 

 

社会 端末 ，AI技術 活用 本格化 ， 高速 大容量 通信 ５G技術 広
。 う 技術 恐 く，積極的 取 入 ，子  新 い学 活用 い

い い 考え 。そ そ 支援 ，私 大学側 社会的役割 あ 考え い 。 
今年度 事業 踏 え 次 課題 ， 成果 ， う 県内 広 ， 中山間地

，新 い学 展開 あ 考え 。そ 波及，普及 技術 ，強力 ー
役立 う。 
明日 未来 創 いく子 ，学校現場，教育行政，大学そ 手 取 合い，協力

合い， い ， プ 変え 子 新 い学  拓い い う。 
 

 

村松 浩幸   

1964年長野県生 。信州大学学術研究院教育
学系教授・附属次世代型学 研究開発セン ー長。博
士 学校教育学 ，長野県 中学校技術科教諭
県内 ボコン 広 ，三重大学 経 2008年 現
職。専門 技術教育学 ，様々 教材開発 行 い
。県内外 学校現場 活躍 い 卒業生 多数。
主 著書 技術科教育 一藝社 ， 知財教育 実
践 理論 白桃書房 等。2015年度 科学技術分野
文部科学大臣表彰等，複数 表彰。NHK高専 ボコ
ン 審査 委員長や日本産業技術教育学会会長 務
。 
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□ 全国へき地教育研究大会長野大会・10校の実践報告よりｔｈ

事例 学校名 研究主題
A 野沢温泉村立野沢温泉小学校 ゆた 学 を創造 子 教師～ ・ ・ 主体的 働き ，学 合う学園～
B 野沢温泉村立野沢温泉中学校 ゆた 学 を創造 子 教師～ ・ ・ 主体的 働き ，学 合う学園～

④ C 長野市立鬼無里小学校・中学校 わ 自己 学 ・生き方を決～鬼無里 学 鬼無里 学 ～
⑤ D 大町市立美麻小中学校 協働 学 質を高～９年間 学 自律 た学習者 育成～
⑥ E 塩尻市辰野町中学校組合立両小野中学校 さ た 里 を知 ，共 愛 ，た 里 貢献 き 生徒 育成

F 辰野町塩尻市小学校組合立両小野小学校 さ た 里 生き，地域 共伸 ゆく子 育成
G 北相木村立北相木小学校 自然や人 主体的 わ ，学 喜 を感 合え 子 育成

⑩ H 南牧村立南牧中学校 自分 考えを ち，高 合う生徒 育成～豊 表現 学 を目指 ～
⑪ I 伊那市立新山小学校 人 関わ を広 た 深 た 力を育 指導・支援 あ 方
⑫ J 飯田市立上村小学校 豊 見方・考え方を ち，学 合い高 合う子 を育成 指導・支援 うあ たい

事例 ～⑫



 

 

 

 

 

 

 

 

 Today’s Goal: 互い 見合 た ，動画を見直した し ， 年生 楽し え う ，絵本

の読 方を工夫し う。 

Today’s Point: 大事 言葉を  相手の顔を見 わ た 繰 返す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６学年 ，異学年の 年生 自作の英語絵本を読 聞 せ こ を単元の目標 し， 年生 伝わ

う 年生 楽し う いう，目的や相手意識を大 した外国語活動 取 組 。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

絵本や英語の表現  

出会う 

表現 慣 親し  

年生を意識し 内容 

や伝え方を工夫す  

実際 発表をす  

前置詞の意味や言い方を知 ，

ーム を通 慣 親し 。 
自立した個の学び 

～  

Where’s  Spot?の 話を聞い ，

内容や面白さを理解し，動物や場

所をア ン した絵本を作 。 

異学年を意識し  

～６ 

読 聞 せの練習や工夫をす 。 異学年を意識し  ７～９ 

年生 読 聞 せをす 。 異学年合同の学び 10 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

        

６年 

√
 

√
 

√
 

写真 ：自分たち 作 た絵本の

読 聞 せ方 い ，

グループ 話し合う児童 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 

写真 ：互いのグループの読 聞

せを聞 合い，読 方

い 助言し合う児童 

遠隔合同 学び 

Where’s Spot? お話を作って 年生に読み聞かせ う 

写真 ：単元の終末 ，工夫し

た読 方 年生 読

聞 せをし い 児童 

野沢温泉村立 

野沢温泉小学校 

実践スタイル 異学年と 交流を目指し，相手意識をもって活動を工夫す 取 組み 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

①英語の絵本 Where’s  Spot? 
②タブ ット端末 録画用  

 

△△△△△

△

△
△
△

①繰 返しの表現 ストーリー 理解しやすい。作成す 絵本の ル す 。 

②録画した自分たちの読 方を，客観的 振 返 ，改善点を見 け 。 

学習者 ユニ とそ 意図 

 

 

写真

  

 

写真

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  



野沢温泉学園の 英語学習 こ 園の 英語あそび ，小学校の 外国語活動 ，中学校の 外国語

の総称 ，幼保小中一貫のカリ ュラム あ ，異校種や異学年の子 たち 合同 学ぶ機会

年間計画 位置付い い 。子 たち ，年間数回，異校種や異学年の子 の英語を使 た活動

取 組 い 。 

今回の６年生の授業 ，単元の終末 年生 自作の英語絵本を読 聞 せ こ を Lesson 

Goal し 設定した。ALT の読 聞 せを ル し 提示す ，ALT 同 う 自分たち 年

生へ読 聞 せ たい気持ちや， 年生 絵本を楽し ほしい気持ち ６年生の中 高ま た。 

本時 ま Today’s Goal を 年生 楽し え う ，読 方を工夫し う 設定し，

そのた の イントを出し合 た。 話 分 た ま い べく簡単 英語 し

う 聞こえ い いけ い 大 声 や う 反応を見 わ そう た う一回ゆ

く 言う の児童の発言を ，Today’s Point し 大事 言葉を 相手の顔を見

共有さ た。 

グループ 意見交換 写真 ，実際 や ，ヒントの出し方や，絵を隠し あ 紙

のまく 方 い の練習 主 ，ま 読 方 の工夫 至 い い姿 多 た。 

互いのグループを見 アドバイスをし合う場面 写真 ，見 いたグループ 絵本のほう

見 い タコの足の こ 何 言 たの？ ，Today’s Point 沿 た意見 出さ

た。意見を たグループ ， 脚の数 伝わ た。eight ゆ く 言 う。本番

年生 聞い う し。 や 顔を見 い い ，伝わ た う わ い 他

のグループ の意見を 読 方 の工夫を具体的 し いく姿 見 た。 

 授業の いを明確 す た ，Today’s Goal Today’s Point 設定さ ，そ 本当 子

の課題 問い ，や 実際 英語を使 他者 や 取 をす こ 必要 あ 。

上記の姿の う ，多くの児童 ，他のグループ のアドバイスを け ，初 相手 意識

向 ， 年生 楽し う ， う読 いい ， 追究 始ま た 考え 。 

 

 

評価 観点 Today’s Point を観点 し ，Today’s Goal 達成さ た 評価す 。 

具体的変容 
Today’s Point 大事 言葉を 沿 たアドバイスを け， 年生 楽し

え う いう Today’s Goal の達成のた ，タコの足の数 three を

ゆ く 読 う ， 読 方 の工夫をす 姿 見 た。 

 

 

 

公開授業の翌週，実際 年生への読 聞 せを行 た場面 写真 ，６年生 年生をやさ

しく思いや 絵本の読 聞 せ い 姿 見 た。何度 練習を繰 返した６年生 ，英文

す スラスラ言え う い ，早口 一方的 発表す う こ く，し

年生の笑顔を見 ，反応を確認し 読 聞 せ いた。 年生の表情 曇 た ，ゆ く ，

数や場所，動物の名前 を繰 返した ， ェスチャー 伝え う した し ，相手 応 た

読 方の工夫をす こ た。 

児童生徒 学び 異学年合同 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

 観光，福祉，防災，生活，農業，自然の６ の観点 ，野沢温泉村を 良くす た の手段を提

案す 場面 ，村議会議員の方々 自分のアイ アを発表し検討す こ を通し ，提案 根拠を

たせ た の今後の調査活動 い 見通しを こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観光，福祉，防災，生活，農業，自然の６ の観点 い 村の課題を伺い ， ～４名のグル

ープ ，村の課題を共有し 調査を行う う した。文化祭 プ ゼンテーション 自分たちの

考えを提案し，そ を村議会議員の方々 聞い いた くこ した。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

村の課題 い ，自分

たちのアイ アを提

案し いこう 

議会 議論さ い 内容や行わ

い 事業を，村議会議員 直

接，教え いた く。 

地域の方 の学び ４ 

村の課題 い 調べたいテーマ

を絞 込 ，役場や村内 のイン

タビューや調査活動を行う。 

地域の方 の学び 12 

調査活動をプ ゼンテーション

ま ，文化祭 発表す 。 

自律した個の学び   ４ 

再び村議会議員の方々 来 いた

６ の課題 対す 提案を発

表す 。 

地域の方 の学び    

提案を裏付け 内容や根拠を確

す た ，調査等を行う。 

自律した個の学び 10 

中学校 

        

３年 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 遠隔合同 学び 

ふ さと野沢温泉 未来 

実践スタイル 議会議員 方々に来ていた き， へ 提案を いも にし う 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

プロ ェクター，PC，こ ま ま た提案のプ ゼンテーション 

村議会議員４名 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

野沢温泉村立 

野沢温泉中学校 

観光，福祉，防災，生活，農業，自然 い ，村の課題を伺 た村議会議員

の方々 来 いた ，自分たちのアイ アを分 やすく提案 う す 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

√
 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  



 

 

 

 

 

本時の 時間 ， 観光 福祉 生活 の グループ 絞 込 議員の方 提案を行 た。 

ま 観光 グループ ，村の税収 あ 自主財源 割程度 低いこ 着目し，村の現在の

財産を活用した 財産収入→夏のス ー場の収入を増やす アイ アを 提案した。 目 頂上

付近の 上ノ 飲食や滞在 可能 テラス を作 こ ， 目 そ をさ 活用した 星空

アー を実施す こ あ 。 

議員の方 税収入や支出の現状，思い 新しいゴンドラを設置す こ したこ を 話し

いた ，教師 グループを問わ 質問 い 生徒 聞いた。す テラスを作 スペース あ

？ 質問 出 ，議員 ゴンドラ到着駅付近，今 テ ビ塔 あ こ ，村長 360ま

見渡せ テラスを作 たい 考え い う 。さ 生徒 夏の期間の利用 ，宣伝 必

要 思う 何 考え い ？ 質問 出 ，議員 竹の子ま ，新しいイベント

増え い 。他 い い アイ ア あ た ，提案し ほしい 話いた いた。 

他 福祉 グループ ，資金調達のた の クラ ド･フ ン ング を行うこ ， 生活

グループ ，村の若者住宅への入居希望 倍以上の希望 あ ，希望し 住 こ い人

い こ い ， 空 家のリフォーム 補助を出す こ を提案した。 

議員の方々 ，議員の高齢化問題 触 ，若い中学生 こうした課題 関心を ち，新鮮

アイ アを提案し うこ あ たいの ，こ 続け ほしい， 話いた いた。 

 

 

 

 

 議員 何度 意見交換した ，提案 た したこ ，議員 新た 視点 課題の克

服を考え こ ，中学生 村 対し 自分 そう こ を主体的 考え 意欲を高 こ

こ た 考え 。 

評価 観点 
自分たち 考えた村の課題への提案 い ，現状を踏まえ 議員 意見交換をす

中 ， 具体的 アイ ア し 練 上 こ た 。 

具体的変容 
現状を熟知し い 議員 の意見交換の中 ，実現す た の場所，資金，財産

の現状を確認し，今後の調査活動への見通し 意欲を高 こ た。 

   

写真 ：税収を増やすた ，山頂

テラス を作 こ ，星

空 アー の実施を提案。 

児童生徒 学び 地域 型と 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

写真 ：提案 対し 税の収支の説

明 ，提案 対し 参考

したい， 返答した議員。 

写真 ：質疑応答や意見交換 続い

た後，今後の調査活動の見

通しを語 生徒。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 交流活動を通し ，児童，生徒 野沢温泉学園の一員 あ こ を改 認識し，一 の活動や一

のテーマ い 話し合うこ ，学園内の子 の を高 ，絆を深 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小 年 ， リトミック 活動的 音楽教育 を行うこ ，好 嫌いや性別，固定的 人間関

係 異 グループを作成し，主体的 関わ 姿勢を培う。 

 小 小６ た時 小 し 入学し く 年少 の交流活動を行うこ ，小 ャップ

の克服を い ，リーダー し 成長し いく意欲を培う。 

 小４～６年 児童会を中心 ，中 ～中 年 生徒会を中心 活動を行い，異学年 の関わ の中

自分のあ 方を考え，関わ ，行動し う す 姿勢を育 。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

リトミックを楽し う 

小 ，小  

音楽や歌 ダンスや表現活動を行

い， 多くの生徒 関わ 。 

異学年合同の学び  

オリ ル夏祭  

小 ，年少 

小 用意した 射的 ーム 魚

釣 楽しく交流す 。 

異学年合同の学び  

小中合同集会 学園

本柱 を考え う 

第 回小中合同集会 ，昨年の 学

園スローガン を具現化す た

の 学園 本柱 作成の提案。 

異学年合同の学び  

第 回小中合同集会 ，交流活動

をし ， 学園 し 大 し

たいこ を考え 。 

異学年合同の学び  

第 回小中合同集会 ，交流し

学園 本柱 を決 出す。 

異学年合同の学び  

小中学校 

        
小 と小２，年少と小３ 

小４～小６と中 ～中３ 

√
 

√
 

√
 

√
 

自律した個 学び 遠隔合同 学び 

異学年合同授業，交流活動 

Ｒ 第２回小中合同集会 

実践スタイル 異学年と 交流活動 ワ クシ プ，話し合い  

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

リトミック 小 合同  オリ ル夏祭 小 ，年少合同 

小中合同集会 ペーパータワー，学園 本柱 く 小４～６，中 ～  

 

△△△△△

△

△
△
△

発達段階 沿 た共通の活動を仕組 こ ，楽し 自然 交流を行い，

互いの顔を知 た ，価値観を共有した す こ 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

野沢温泉村立 

野沢温泉小中学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小４～６年，中 ～ 年の 小中合同集会 ，最初 小学校の児童会 中心 ， ペーパー

タワー の活動 行わ た。異学年 縦割 グループを作 ，児童会役員 紙を折

いい ， こ や接着 し いけ い 時間内 ，一番高いタワーを作 こ た班 勝ち

の説明をし，活動 入 た。最初 中学生 リードす こ 多く， こう折 積 … 提

案す こ 多 た ，小学生 慣 く 自分のアイ アを提案す 姿 見

う い た。 

 次 中学校の生徒会 中心 同 グループ ， 学園 本柱 の作成 向け 学園 し

私たち 大 したいこ を話し合 た。事前 アンケートを配 ，最初 自分の考えを付

箋 書い 模造紙 貼 ， ペーパータワー を行 た班の中 発表し合 た。その後 学園 本

柱 を，こ 園の園児 分 言葉 考え う， 生徒会役員 提案 あ ，班 話し合

た。中学生 知性 提案す ，小学４年生 知性 ー ？ 素直 反応 あ ， 勉

強のこ 中学生 分 やすく教え う す 姿 見 た。 

 交流活動を通し ，リードをす リーダーの姿 後輩 学ぶこ あ た ，後輩 リーダーの気

付 い視点 の指摘をす こ あ ，先輩 相手意識を こ の大 さ 学 ，結果 し

自分の物事 対す 見方や考え方を見 直した す 姿 見 こ た。 

 

 

 

 

 

 時間目 普段の活動の延長 し ， の ニット 活動を行 た。こ 園 小学校低学年ま

，楽し 活動した 関わ を増やした す こ 大 あ ，小学校高学年 中学校

，広い発達段階 共有 課題設定を教師 適 す こ ，活動を充実させ こ ，さ

個々の学び 考え 。 

評価 観点 
交流集会や合同集会を通し ，普段の学年の枠や関係性 を超え ， 多くの友

主体的 活動 取 組 ，新た 発想や新た 視点を こ た 。 

具体的変容 
他者の視点 考え こ や他者 の関わ を行う中 ，単 上級生 級生をリード

す け く，自分の見方や考え方を改 見 直す姿 見 た。 

   

児童生徒 学び 異学年合同 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

写真 ：小 ， 年 リトミック

を楽し ，多くの児童

関わ 姿。 

写真 ：小 リーダー ，

年少 楽し ， ーム

をし 交流す 姿。 

写真 ：小４～小６の小中合同集会

，児童会主催 ペーパータ

ワーをし 交流す 姿。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 旅の駅 のイベント企画 を提案し，内容を練 上 いく場面 ， 活性化への貢献 観光客の

立場 自分たちの学び の観点 ，地域の大人 話し合うこ を通し ，目的や意義を再確認し， ふ

さ 鬼無里の将来 思いを寄せ イベントや活性化への意欲を高 こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学生 考えた企画を提案し，地域の大人 意見や助言をいた ，企画内容を練 上

いく。途中 ， 大人 旅の駅 を将来的 鬼無里の中心 したい 考え い 旅の駅 を 道の

駅 し ， 充実させたい 思 い いう大人の思い 露さ ，そ を聞いた生徒たち ，

目先のイベント け く， ふ さ 鬼無里の将来像 ま 目を向け いく姿を う。また， 中

学生 大人 旅の駅 注目し，期待を寄せ い いう 共通す 思い や 地域の大人 の

気付 ，イベントや活性化への意欲をさ 高 いく姿 目指す。 

単元 流れ 主 学習活動 ・異学年合同 学び 授業時数 

ふ さ 鬼無里の未

来を想う 第二章  

企画内容の検討 

企画書の作成 

大人への提案 

企画内容の練 上  

イベントの準備 

イベント本番 

総務 スタンプラリー ふ まい

＆体験コー ーの の係 分

，企画内容を決 し いく。 

異学年 の わ を

通した学び 

時間 

企画書を作成し，全体 検討した

後 ， 旅の駅 関わ 地域の大

人 提案す 。大人 意見や助

言をいた ，練 上 。 

異学年の友や地域の大

人 の わ を通

した学び 

時間 

友 協働し イベントの準備をす

。 

異学年 の わ を

通した学び 

６時間 

当日，大人の協力を得 ，県

内外の観光客 向け ＰＲした

，インタビューした す 。 

異学年の友や地域の大

人 の わ を通

した学び 

日 

学習者 ユニ とそ 意図 

中学校 

        

全校 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

ふ さと鬼無里 未来を想う 第二章 

実践スタイル 全校 ，地域 大人と共に鬼無里活性化プロ ク を動かす。 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

人材 し ， 旅の駅 関係す 地域の大人，長野市役所鬼無里支所長，昨年

度 わ のあ 埼玉県在住の大人。 

 

△△△△△

△

△
△
△

大人の見方 考え方，生 様 ふ こ を通し ，生徒 自分の見方 考え方

を広 た 深 た す こ う す 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

長野市立 

鬼無里中学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例④ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務係の さ ，イベントの全体を見渡し ，一人一人の動線を考えた ，散策マップの手渡

し方 質問内容や PR イント等 を友 検討した し た。前時を終えた日の生活記録 ， 金曜

日の話し合い 楽し す 綴 いた。本時， さ ，企画書を何度 見直し ，話を聞く

こ や助言をメ す こ 終始し いた ，途中 手を挙 ， のく いの 客さ 来 の す

質問した。この さ の質問 け ，伊藤さ や久保田さ 次々 意見を述べ い

た。その中 小野さ の， 白馬へ抜け 道 し 通過す 人 多い。この通過す 人たちを う取

込 。取 込 こ 鬼無里を知 え いう話 さ 何度 う い いた。また，

伊藤さ 僕たち大人 旅の駅 を鬼無里 暮 す人たちの生活の中心的 場所 したいし，

生ま 育 た鬼無里を誇 思 ほしい いう気持ち あ いう話をした ， さ

真剣 表情 う い いた。グループ の話し合いを終え ，教師 さ 大人の見方や考え方

ふ う した 尋 ， 来 く 観光客 け く，生活の中 旅の駅を使 い 人

を う まえ いく 答えた。 さ 小野さ や伊藤さ の思い ふ ， 生活の中 旅の駅を

使 い 人 対し いう見方， 鬼無里の実態を 知 たい いう必要感を得たの あ 。 

 

 

評価 観点 目的や意義を明確 し ，大人 話し合いを深 ，企画や活性化への意欲を高

こ た ，学習カードの記述や発言， ぶや 評価す 。 

具体的変容 
Ｋさ 学習カード ， 地域の人の意識 高 い い 鬼無里の活性化

い 思うの ，中学生 働 け ，地域を盛 上 こ 必要 の

思います。 記述し，全体の場 発表し い 。イベントの企画内容を超え ， 将

来の鬼無里の活性化 目を向け，意欲を高 た姿 え こ 。 

 

 

 大人の見方や考え方，生 様 ふ こ ，生徒 今ま 自分たち た新しい見方や考え

方を獲得す 。そし ，自分たちの活動や思い 大人 認 こ ，さ 意欲 高ま 。教師

行う事前の打ち合わせやコー ネート 苦労 ，その分，生徒たち 得 学び 大

い 実感し い 。また，大人 中学生の熱い思い ふ 心 動 さ のこ ，

学校 地域 相互 作用した ，連携した す こ の さを，確 手応え し 感 い 。 

写真 ：伊藤さ の話 真剣 表情 耳

を傾け，助言をメ す さ 。 

生徒 学び 

写真 ：話の流 を踏まえ ，自

分 質問す さ 。 
 

写真 ：自分 獲得した学びを

発表す さ 。 

実践 手応え エビ ンス  

活用効果 アセスメン  



 

 

 

 

 

 

 

 動物の速さを比べ 場面 ，時間や距離をそ え 操作を通し ， の動物 速い を比べ こ

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元の入 ，一貫し 単元の核心 関わ リフ クションを繰 返し，最初の自分 抜け出 時

の自分の見方 考え方の自己更新を図 こ 深い学びを図 。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

 速さ い 興味

や関心を  

 速さ 時間 道の

の関係を知 ，二

要素 分 残

の一要素を求 こ

こ 分

 

 速さの問題を解く 

速い ういうこ 考え

。動物の速さ い ，単位を

そ え 比べ 。 

 

自律した個の学び 

友 の協働の学び 

 

 

   

速さ 道の 時間のそ の

求 方を考え，学びを深 。 

  

  ６ 

マインドマップの再構成をし，見

方 考え方を確 の す 。 

 

 

 

個 自律した見方 考え

方の深ま  

 

     

 

 

 

 

 

 

小学校 

        

√
 

 自律した個 学び  

協働 学び 質を高め  ～自律した学習者 育成～ 

実践スタイル 協働して学びを深め 授業 く  

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

単元の導入 使うマインドマップ(一枚型 ートフォリオ) 

 

 

△△△△△

△

△
△
△

単元の核心 単位をそ え こ 速さを比べ こ 迫 た

自己の見方 考え方を自己更新し いく ール し 使用す 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

対話し協働し 学ぶ児童たち 

大町市立 

美麻小中学校 

６年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑤ 



 

学習場面 ，個やグループの課題 明確 ，さ 学びたい いう意欲的自主的 学びの様子 あ

た。 時間の授業の今日のゴールを明確 す こ ，子 たち 見通しを ，何を考え，何

をす いの 分 ，終末 達成感 持 いた う 感 た。 

そこ ， 分 い 教え 分 う たい 知 たい 思う気持ちや願い ，自

然 出 ，友 ち 協働し 解決し いこう す 追究す 姿 あ た。そし ，子 たち 安

心し 学べ い う 思う。 

こ ，一朝一夕 表 た の く，今ま 至 年間の積 上 の上 あ 言え 。９年間

を一貫し 柱の う 通し い 本校の教育システム そ を理解し ，授業 く を進 た先生

方の業績 言え 。毎年，新任の先生方を迎え， 年 学校 更新さ ，学校のガイドライ

ン(教育の道し べ) ，ぶ そし 大 さ た表 言え 。 

６年生の姿 ， 自分 追究したこ を言え い子 ， 〇〇した 何を聞 たい

け 優しく聴く友 ちの姿 あ た。協働の学び，その中 思いや の心 育 い 感

た。 

い い 思考の子 い ，教師 個 個を 役割をす こ 努 た。板書を工夫し ，低位

生 視覚的支援を図 た ，ノートの実物投影や電子黒

板，タブ ット の ールを使 ，見せ合え 支援

必要 感 い 。 

環境の構成場面 ，机の並び ，黒板向 く，

対話しやすい う 向い合せ し い 。グループ の対

話 け く，自然 す 立ち上 ，他グループの

こ 聴 行くこ 保障し，思考の活性化を図

い 。   

この う 支援 有効 働 ，児童生徒 深い学び 向

い えたい。 

 

 

 

評価 観点 マインドマップ 可視化さ た 速さ の見方 考え方を え 。 

具体的変容 
漠然 し いた 速さ 基準 単位 あ ，そのこ 速い 遅い

の比較 こ への理解 深ま 姿 見 た。 

 

 

速い こ 速さ の違い い ，比べ こ を通し 確認 た。 

メートルあた 何秒， 秒(単位時間)あた 何メートル 単位をそ え こ ，比べ 良さを

実感 た。 

単位の核心 単位の問い(学習問題)を設定したこ ， わ 自分の考え う

変わ た ， う学び 深ま た を自覚す こ た。 

児童生徒 学び 協働 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

 土真 中 ォーク 地元の人 来 うた 私たち両小野中学校生徒会 何をす 考え 場面

，取 組 やすさ 地元の人 来 く 可能性の両面 ，実行 そう 活動を検討す こ を

通し ，互いの意見を尊重しあい グループ内 合意形成す こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝の生徒集会 のグループ 話し合う時間 ，話し合い 活発 いグループ あ 。 

  グループ別の話合い うまく話 進ま い。 

  意見 出し くい。 

 

  小学校の教科書 小学 ６年生 を参考 し う。 

  話し合いのテーマ ，話合い 目指す姿 明確 したほう いい 。 

  意見を出し うた の質問を用意したほう いい 。 

  問い返しの質問 用意したほう いい 。 

  

 

 ○ こ ま の夢プロ ェクトの様子をふ え う  

   油 清掃    月 22日   記念樹     月 10日  

   小野宿     月 26日   青春プ イバック ６月 15日    

  ○ 両小野中学校の生徒会 目指す 地域貢献 う ？  

    生徒 決 出した両小野中学校 目指す地域貢献 

 地域を盛 上 活性化させ感謝を伝え 活動  

  次 予定し い 夢プロ ェクト 土真 中 ォーク この集会を生 すた ， 

     土真 中 ォークを企画し い 人たちの思いを聞い たい 。 理事会  

 こ ま の生徒集会 の話し合いを振 返 ， こ 困 い 出し合 う 

話合い や やすいマニュアルを作 う 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

の判断軸 

期間的 短いた 地元の人 来 うた

事をす い 視覚的 考え  

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

 生徒集会 地域貢献を見 返そう  

 
生

徒

集

会

全

校

 

理

事

会 

中学校 

        

全校 

√
 

√
 

√
 

√
 

や 気 
挑戦 自信 

夢プロ ク 第 11号 

10周年記念！土真ん中 ク盛 上げ隊  

実践スタイル 異学年と 意見交換や交流・同一チ 取組 

本時 らい 

塩尻市辰野町中学校組合立 

      両小野学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑤ 



 

 

 私たち 夢プロ 植樹し い 塩嶺の森を広 う し 始ま たの 。 

 参加人数 減 い の 課題 。 

 実行委員の人たち ，人集 や PR 困 い 。 

 全校の 話を広 ，考え う。 

  

 

  

 年生 ， 土真 中 ォーク い あま く理解し い ，理事会 プ ゼン 

  を行 う。 

 年生 昨年度の土真 中 ォークの様子を振 返 た方 いい 。 

 う うを使 ネット 宣伝 い 。 

 小野宿市の の う ，駅前 ケットテ ッシュを配 た う ？塩尻駅 人  

  少 い 松本駅 宣伝したい 。 

 

 

 

ハガ を書くの いい い 。 

辰野町の有線 流そう 。 

SNS 来 く そう 。 

次の生徒集会 方法 の 楽し 。 

 

 

 

 

 

 

生徒集会４ 解決 向け の話し合い   
土真 中 ォークを盛 上 活性化させ た 私たち両小野中学校生徒会 何をす ①  

生徒集会    解決方法の決定  
土真 中 ォークを盛 上 活性化させ た 私たち両小野中学校生徒会 何をす ②  

生徒集会 決 たこ の実践 決 たこ の実践  10月 17 日～10月 25日  

 夢プロ ェクト第 11  
 10周年記念！土真 中 ォーク盛 上 隊     10月 26日  

 理事会   生徒会引継 向けた今年度の夢プロ ェクトの振 返 集会の計画  

 生徒集会６   今年度の夢プロ ェクトの振 返  

生徒集会   問題の発見 確認，議題の設定  

夢プロ ェクト第 11  10周年記念！土真 中 ォーク盛 上 隊 い  

 

生徒集会 解決 向け の話し合い   
地元の人 来 うた の方法をさ 考え う！  

生

徒

集

会

全

校

 

  理事会 土真 中 ォークの実行委員会 話を聞く  

 理

事

会 

理
事
会 

有
志 

全
校 



     

 

 

 

 

この単元の最初 ，グループ の話し合い活動 活発 困 た生徒たち ，話し合いの

際 困 た 助け の 欲しい 考え，自 話合いマニュアル を作成した。作成の際 ，小

学校の教科書 小学 ６年生 の国語の教科書を基 考え した。その時 ，思考 ール い 教

師側 紹介し考えをま 時や新た 考えを生 出したい時 ， 思考 ールを用い 良い

を考えた。 

生徒集会を重 こ ， 前回 ，あま 上手 司会 出来 グループの意見 出 た ，今回

マニュアルを使い 進 たの 安心し たし，グループの人 前 意見を出し く た。

や 前 あま 意見 言え た 今回 意見 言えたの 次回 頑張 たい。 の生徒の振 返

あ た。生徒集会 の形態をグループ の活動を意図的 多くす こ ，グループ の司会者の

育成 グループ内 の生徒の表現力の向上 繋 た。 

本時 ，話合いマニュアルを用い こ く自分の力 司会をす 生徒の姿 あ た。また，グル

ープ の話合い 意見を活発 出せ う たた ，話 脱線しそう グループ あ た 司

会 ち 本来の目的や話合いのテーマ 立ち返 せ 姿 あ た。 

 

 

評価 観点 地域や社会の課題を見出し，具体的 対策を考え，実践し，地域や社会 参画

う す こ 。 

具体的変容 
自分の意見を他者 伝えた ，他者の意見を聞いた し ，地域貢献 い の話合

いを通し 納得し 決 た を振 返 の記述 評価す 。 

 

 

 

 日本土真 中 ォーク 向け ，招待状を作 自分達 け 来 ほしい人 送 た。日本土真

中 ォーク 向け 集会を行うこ ，生徒達 地域の行事を自分たちのこ し 捉え，この両小

野を PRす た ，日本土真 中 ォーク 多くの人 来 うた 話合いを重 ，日本土真 中

ォークを楽し し い 生徒 多くいた。さ ，総合的 学習の時間 絡 うした 当日参加し

生徒 学び 

生徒集会 地域貢献を見 返

そう の様子 

生徒集会４ 土真 中 ォークを盛

上 活性化させ た 私たち両

小野中学校生徒会 何をす ①

の様子 

日本土真 中 ォーク当日の様子 

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



く 人 楽し 本気 追究し，挑戦す 姿 あ た。例年，参加者 300 名程度 た日本土

真 中 ォーク ，今年 400名の参加 あ た。当日申込 の参加の数 40名弱 あ た。参加者の

増加 日本土真 中 ォークま の実践 ，生徒の自信 た。また，今回の反省点 考え

し次への創意工夫を見せ ，や 気を表し い 生徒の姿 あ 。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  たの の里 頑張 い 方々 い 調べ た子 たち ，自分たち 調べたこ を  

直接取材した ，仕事を体験した す こ を通し ，その生 方や思い 寄 添うこ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  たの の里 活躍さ い 方々の活動やたの の里への思いを聞いた 考えた す 場面を設け， 

たの の里の現状 い い い 角度 気付け う す 。さ ，こ ま 学習したこ  

加え，新た たの の里への思い 気付け う したい。そし ，たの の里の方々 共通し  

持 い 思いを考え こ ，自己の生 方 い 考え いく機会 す 。 

 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

現在のたの の里

い 考え，話を聞 た

い人 取材した ，体

験した す こ を通

し ，自分 地域のた

こ を考え

。 

たの の里 対す 自分の思い

や，家族の考え を聞く。 

自律した個の学び 

 

現在たの の里 活躍さ い

方々の話を聞く。 
 

グループ 取材した ，甘酒

造 を体験した し ，わ た

こ や感 たこ を整理し ま

。 

 

クラス 紹介し合い，再度活動へ

の思い を 聞 し ，自分

地域 の関わ い 考え 。 

４ 

小学校 

        

６年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 遠隔合同 学び 

地域を追究してふ さとについて学ぼう 

実践スタイル 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

ボランテ アさ への取材の場 

取材内容をま た紙   個人フ イル 今ま の記録  

 

△△△△△

△

△
△
△

グループ ，自分たちの興味を持 た方 い 調べ う した。 

取材内容の発表の際，自分の考えや思いを記録し振 返 こ う した。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

辰野町塩尻市小学校組合立 

両小野小学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑥ 



 

 
 

 

 

学期の学習のま し ，たの の里の昔 い 地域を巡 た ，地域の歴史 詳しいボラン

テ アさ 質問をした し 調べ，ま たこ を パンフ ットを作 た。Ａ児 ，そのパン

フ ットを使 たの の里を 知 いたい。 たの の里 来 ほしい。 ，地域

内外 自分たち 学習したこ を発信したい いう願いを持 た。 

学期 ，地域の歴史学習 継続し ，地域の現在の様子を意欲的 考え こ た。

子 たち ，地域の良さを再発見し， たの の里 を愛す 気持ちを高 ，さ 地域 貢献したい

いう思いを持 こ た。Ａ児 ，授業後の感想 大人 小野 離 ，小野

いたい。 語 た。今地域 活躍す 方々の話 ，未来の自己の生 方を見 姿 見 た。 

 

 

 

評価 観点 今地域のた 頑張 い 人の思いを知 ，自分 地域 の関わ い 考え 。 

具体的変容 
子 たち ，今地域のた 頑張 い 方々の話を聞 ，自 取材し，甘酒を造

そ を 客さ 振 舞うこ を体験した。そ を通し ，地域の方々の ふ

さ を大事 し ，次の世代 う いう思いや， 自分の仕事 地域の人

喜 く い いうや いを感 こ た。地域社会

生 い 自分 いう のを認識し，自分たち 今地域のた こ 何 ，

考えを深 こ た。 

 

 

 

 たの の学習 こ ま 地域 い 学習し たこ の６年間のま し ，たくさ の

人々 自分たちの地域のた 活動さ い いうこ を知 こ た。そ 方々の思い

い 触 ，考え こ ，自分 今 地域のた こ の 考え い機会

た。実際 持 た自分たちの思いを， う行動 移し いくこ の 今後の課題 あ 。 

児童生徒 学び 自律した個 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  

写真 ：地域の方 グループ

取材をし う。 

写真 ：昨年育 た 米 作

た甘酒 し。 

写真 ：取材したこ を発表

し，聞 合 う。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 楽しくコミュニケーションをす た フルー ショッピング ーム をす 場面 ，店員 客

の立場を明確 し 役割 応 表現した ， ルトークの良い例 悪い例を示し 良いコミュニケ

ーションの方法を考えた す こ を通し ，二往復以上のや 取 をす 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子 たち 充実したコミュニケーション活動をす こ う ，子 の 願い を

自分 けのフルー パフェを作 いう Unit Goal を設定し，食材や “What do you want？” の
言い方 Chant や ームを行い 慣 親し 上 フルー ショッピング ーム を行う。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

１ 願いを Unit 

Goal を明確 す 。 

 What do you want? 

慣 親し 。 

 オリ ルパフェ

を作 。 

４ 互いのパフェを

発表し合う。 

・Lesson Goal 繋 ﾓ  

を視聴し イメー を持 。 

自律した個の学び  

Chant し “What do you want
～？ I want ～. ” を行う。 

自律した個の学び  

売 手,買い手 分 ，英語

ﾑを行う。 

自律した個の学び  

作 たパフェを発表し合い，学

習のま をす 。 

自律した個の学び  

 

 

 

 

 
 

写真

 

 

写真

 

 

写真

HRT ALT  
ルトーク 

小学校 

        

 
 

Let’s Chant で “What do 
you want～? ” 慣 親し  

 
 

 
 

 
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 

売 手 買い手 分  
英語 や し  
果物の売 買いをす  

遠隔合同 学び 

子 も 願い をもとにした外国語活動 

実践スタイル 願い をもとに，児童が充実したコミュニケ シ ンを図 外国語活動 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

①教科書 Let’s Try 2 タル教材  Let’s Chant  What do you want？  

②英単語(果物)フラッシュカード ③果物カード 模擬硬貨 ワークシート  

 

△△△△△

△

△
△
△

①What do you want？の言い方 慣 親し  ②果物の英単語 慣 親し  

③本当の場面をイメー し や 取 を行う  学びを積 重   

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

北相木村立 

北相木小学校 
４年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  



 

 

“Let’s make original parfait～！ 声を け ，子 たち イエ～イ！ 反応をす 。毎時間う

しそう 反応す の ， 自分 けのパフェを作 いう Unit Goal を子 たち 心 楽し し

い 。本時 そのた の 買い物をす 時間。自分 けのパフェを作 た ，フルー を買い物す

時間 。 

，HRT ALT 買い物の ンスト ーションを行 た。内容 パターン。 ま そう 買う例

楽しそう 買う例 。Bad point Good point を子 聞く 楽しそう い。 目を見 い い。

す 本時 向けた課題 出 た。そし ，今日の買い物 ，Loud & Clear Try & Enjoy/Eye 

contact/Listen 気を け い たい 考え こ た。その後， Let’s do a shopping～！ の声 元

気 く反応した子 たち ，思い思いのフルー を買い 行 た。 

Ｊ児 ，い 元気 緊張し しまう うまく話すこ の いこ のあ 子 あ 。店員役の友

ちの前 緊張し，うまく言い出せ 戸惑 い ，周 の子 そ やさしく声を け 。その声 そ

。 う しそう 反応す ，安心し 買い物を楽し い た。 

Ｔ児 ，自分の考えたパフェ 強い思いを いた。買 たフルー のカードを本物の う 扱い，

自分のシート 貼 いた。 俺のす ーパフェ。 うち 完成 。 う しそう 次の買い物 向

行 た。 

 回目の買い物 終わ た時，児童を指名し ，参考 児童のや 取 の Demonstration を行 た。

子 たち け や Demonstration 新鮮 あ ，周 の子 声 し い 。 Reaction す

しい ，自分の外国語表現をさ くし いくた の課題 こ た。 

 回目の買い物 終わ ，Reflection を書い い 時，Ｒ児 次の発表 楽し ～。 ぶやい いた。

自分 けのパフェを作 いう単元を通した目標 し 据わ いたこ の現 い う

。子 たちの 願い を 単元を構成したこ ，子 たちの意欲 最後ま 継続し いく，そ

こ を学 せ た授業 あ た。   

 

 

 

子 たちの 願い 沿 た題材設定 たこ 子 たちの活動意欲 高ま ，子

の あ や学習活動，Toこぐと’s Goぐせ / Toこぐと’s Poじnっ を児童 一緒 考えた。 

ル 対話内容を Chant や ームを繰 返し慣 親し こ ，一人一人の子 自信を

表現す こ う ，英語 のコミュニケーション活動 充実した の た。 

評価 観点 Listen/Loud & Clear/Try & Enjoy/Eye contact 気を け ，二往復以上のや

をす こ た 。 

具体的変容 
フルー カードや 金の模型を使い買い手 売 手 分 たショッピング ームを

行 たこ ，Today’s Point Listen/Loud & Clear/Try & Enjoy/Eye contact を意

識したこ ，買い手 自分の欲しい のを い い 伝え う し，売 手

注文内容を正確 聞 取 う す こ ，二往復以上のや 取 を楽し 行

うこ た。 

活用効果 アセスメン  

児童生徒 学び 願い をもとにした学習におけ 子 もたち 学びに せて  

実践 手応え エビ ンス  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 北相木の好 こ や欲しい の等 い 考えを た子 たち ，考えを語 合う Group Talk の場面

，教師 児童 行う Demonstration 活動の見通しを ち，友のや 取 の良さを共有し 繰 返し

Group Talk をす こ を通し ，相手 伝わ い 確認し 話した Reaction を示し 聞いた す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 方向の生 たコミュニケーション活動 う ，子 の 願い を 夢の北相木マッ

プを作 いう Unit Goal を設定し，好 あ ， い 欲しい等の表現 Chant で慣 親し ，

Reaction や質問の仕方 い 確認し ，北相木村 い 英語 Group Talk を行う。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

１ 願いを Unit 

Goal を明確 す 。 

 好 ,あ / い，欲

しい等の表現 慣

親し 。 

 北相木の好

こ ,欲しい のを

伝え合う。 

４ 夢の北相木マップ

を く 伝え合う。 

・Lesson Goal 繋 ﾓ  

を視聴し イメー を持 。 

自律した個の学び  

Chant,英語 ュール What 

do you like？を行う。 

Reaction や質問 い 。 

自律した個の学び ４ 

北相木村 い 英語 Group 

Talk を行う。 

自律した個の学び  

夢の北相木マップを く 上 ，

学習のま をす 。 

自律した個の学び  

 

 

 

小学校 

        

６年 

    

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

子 も 願い をもとにした外国語活動 

実践スタイル 願い をもとに，児童が充実したコミュニケ シ ンを図 外国語学習 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

写真

教材等 

らい 

①教科書 We Can 2  タル教材  １ごっ’s （しぐnっ  What do you like？  

②北相木村の拡大地図 ③ワークシート 

 

△△△△△

△

△
△
△

①What do you like？の言い方 慣 親し  

②イメー を広 コミュニケーションを行う  ③学びを積 重  

 

△△△△△

△

△
△
△

 

 

写真

学習者 ユニ とそ 意図 

 

 

写真

教師 児童  
Demonstration 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例  

夢の北相木マップ を 
作 た の Group Talk 

北相木村立 

北相木小学校 

授業 の Small Talk 
家 欲しい の ？  



 

 

 英語 日常会話の う こ う たい ６年生の 学期 子 たち 出たこの願い

を実現す べく，毎時間の授業の冒頭や英語 ュールの中 talk の時間を数多く入 ，英語 伝え合うこ

への抵抗を減 し た。本時 ま Small Talk し What do you want in your house？をテーマ 教

師対教師の talk を視聴させ，その後教師対児童，児童対児童 の talk へ 移行した。児童対児童の talk

た瞬間，子 たち す さま What do you want in your house？ 話し始 こ た。 

Today’s Point 共有の場面 ，教師対教師の bad model を見せた後，児童の願い 今日 会

話をしたい の実現 何 必要 を問うた。児童 ，話し手 し 確認し gesture を入

繰 返し ゆ く 気を付け こ ，聞 手 し 会話を ヒント（hint to enjoy 

talking を使 reaction を示し 気を付け 出さ ，児童の言葉 Today’s Point を設定

す こ た。 

メインの活動 入 前 ，対話の見通しを た ，教師 名 児童 名 の demonstration を行

た。demonstration 参加した児童 ， 傍 の教師 促さ まま 発話し いた ，次第 緊張

ほ 自 言葉を選 発話す う た。demonstration 参加した児童 会話 慣

場 ，見 いた児童 ，友 ち 参加したこ ，自分 し え こ の 場面

た。 

メインの Group Talk の 回目。子 たち 戸惑い ，こ ま 使 た hint to enjoy talking

を利用し ，知 い 英単語を最大限活用し や 取 を行 いた。“ I want an animal café.” 
“ Why？” “I animal love love.” “ I like animal？ 教師  “Yes. I like animal！” ，た た しい

英語 コミュニケーションをし う す 姿 ，本校の目指す 方向の生 たコミュニケーション

の の形 見 こ た。 回目の group talk の前 ，前述のや をした児童の姿を全体の前

紹介し，その良さを共有す 場を設けた。す ， 回目の group talk 積極的 発話 た

多くの児童 実感し，reflection そのこ を記し いた。 

 

 

評価 観点 自立した個の学びを土台 ， 方向の生 たコミュニケーション いた 。 

具体的変容 
こ ま 進 会話 入 いくこ く た児童 hint to enjoy talking

を利用し 会話 参加す こ いた。 質問 答え 途 しまうこ

多 た会話 う ，知 い 英語 話そう す 姿や

実感のこ た reaction をす 姿 増えた。 

 

 

・子 たちの 願い 沿 た題材設定 たこ 子 たちの活動意欲 高ま ，子

の あ や学習活動，Today’s Goal/Today’s Pointを児童 一緒 考え こ た。 

単元の ル 対話の内容をChant や英語 ュールを繰 返し慣 親し こ ，一人一人

の子 自信を 表現す こ う ， 方向の生 たコミュニケーション活動

見 う た。 

児童生徒 学び 経験 積み重 を大切にした学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

 中学生議会 発表す 再質問を確 場面 ，他の班の構想を聞いた ，意見交換をした したこ

を元 ，自分たちの再質問を見返す活動を通し ， 南牧を住 やすい村 す た ， い方

向を話し合い 再質問を作成す こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議会提案を行う あた いく の班 分 構想を考えた。 学年生徒 全体 32人 あ ，16人

クラス 分 ，多様 考え方 触 機会 少 い。そこ ，学年全員 ワールドカフェ方

式を取 入 ，そ 個人の考え方や意見を出し合い，短時間 共有 う 設定した。 

単元 流れ 主 学習活動 異学年合同 学び 

自律した個 学び 

遠隔合同 学び 

授業時数 

 提言案を考え  調査を行い，提言案を作成。 

提言案を友 伝え合う。 

自律した個の学び 

 

 

 提言案を見直し，伝

え う 

友 の意見交換を け ，再度

提言案を見直す。 

提言のた の情報収集を行う。 

４ 

提言を作成し，村 提出す 。 

村の回答をふまえ ，再質問を

検討す 。 

ま た資料や提言案を友 伝

え合う。 

中学生議会 提案を行う。 

６ 

 振 返 ，ま  地域社会の一員 し の生 方

を見 。 

 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

中学校 

        

ワールドカフェ方式 学習形態  

付箋 青，赤，黄 ，ホワイトボード 

 

△△△△△

△

△
△
△

少人数の前 の 発言しやすく，また相手 の距離 近く，話を聞い いやす

い環境のた ，自分の思 た意見を言いやすい。また付箋を使用す こ 賛成

の ，アドバイス あ の け手 わ やすい。 

 

△△△△△

△

△
△
△

学習者 ユニ とそ 意図 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自立した個 学び 遠隔合同 学び 

地域 特色を生かした総合的 学習 時間 

実践スタイル ふ さと 牧について考え，中学生議会にて提案を行う 

本時 らい 

南牧村立 

南牧中学校 
３年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑩ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年間の総合的 学習の時間の集大成 し ，南牧村の村当局 村議会議員 向け 提案す いう

相手意識を ワールドカフェ方式 本時授業を行 た。 こ の南牧村の未来 いうテーマの

，村の 産業 い 質問を考えた班 ，中学生 村のパンフ ットの作成 い 提案

した。提案 スマホを活用したスタンプラリーや季節毎のラリーの提案，特 景品 スタンプ ザ

イン の具体的 内容 い ，そ 他の班の視点 意見交流 た。 

元の班 戻 ，意見の再検討をす 場面 ，農産物や酪農製品の売 上 貢献 の い

いう他の班の意見書 ，取 入 う す 話合いや，自然環境を活 した観光開発 い

う いう意見書 ，エコ ーリ ムの考え方 参考 の い 議論す 姿 見

た。 

振 返 の場面 ， 自分の班の考え以外 ，他の班 重 こ や，他の班の考え 取 入

修正し く いけ いこ あ こ わ た いう意見や， 自分の班のこ け く，

他の班の意見 取 入 ，色々 人 住 やすい村 う 提言案 仕上 い たい

いう， 良い方向性を考え いこう す 姿 あ た。 

 

 

評価 観点 他の班の意見を聞いた ，意見交換をした したこ を基 ，自分たちの意見 再質

問書 を見直す活動を取 入 たこ ， 住 やすい村 す た ，様々

視点 物事を考え，多くの人の立場 立ち， い方向性を考え いく必要 あ

こ 気 くこ た 。 

具体的変容 
友の意見を けたこ ，違う視点 自分たちの意見 再質問 を見直すこ

た。 

 

 

 

地域の特色を生 した総合的 学習の時間 し ， 年間の を意識した単元を展開した。村

発信し いく いうゴールを設定し， 年生 学習し たこ ，ふ さ 親し を ち，誇

を 語 姿 表 いた。同時 ，少子高齢化や過疎化 い た地域の諸問題 向 合い，地

域の一員 し 村の将来を考え こ た。 

 

写真

 

写真

 

写真

写真 ： 学年合同 の議会 向け

た事前学習の様子。 9月  
写真 ：再質問を考え いく場面

の意見交換の様子。 本時  
写真 ：中学生議会 ， 住 や

すい村 く い

提言を行う様子。 10月  

児童生徒 学び 牧中学校３年生 学びに せて  

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 

 

 

桁のたし算 算の方法を学 子 たち ，手良小学校 年生 ，自分たち 考えた穴

埋 問題を出し合い，考えた過程を発表し合うこ を通し ， 位数 み 位数 の筆算の穴埋 問

題を解く方法を理解す こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流先 あ ，同 中学校区の手良小学校の 年生 ，12 人 手良小学校の中 少人数 クラス

あ 。こ ま 時間目休 互いの近況を報告し合 た ，図工 く た作品を紹介し合

た す 活動を行 ，今後 ，同 課題 図工の作品を く ，発表し合う場面や，国語の

同 課題の のを共有し合う場面を考え い 。 

今回の算数の学習 ，そ の学校 ，く 上 のあ たし算，く のあ 算の計

算の学習を進 たうえ ，単元の終末段階 二校合同の学習場面を設定す 。特 本時 ，□を

用いた穴埋 計算を扱う。高度 学習内容 た ，問題 解くこ 難しい の 出 く

。クラスの仲間 ま ま ，協力し合 問題解決 取 組 姿を期待す ，手良小学校

の子 たち の学習を進 中 ，さ 多様 考え 触 た ，自分の考えを堂々 相手 伝えた

す こ を通し ，人 の関わ を広 た 深 た す 力をさ 育 い たい。 

 

単元 流れ 

 

主 学習活動 単元終末段階  

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

・遠隔合同 学び 

 

授業時数 

既習の 位数の

加減の筆算の仕組

を用い ，く 上

やく

回あ 場合の

加減の筆算の仕方

全 12 時間中第 9時  

筆算の穴埋 問題 挑戦す 。 

 

自律した個の学び 

→□の数 や の穴

埋 問題を，く 上

く 気を け

解くこ 。 

 

全 12 時間中第 10時  

相手校 解い いたい筆算の

穴埋 問題を考え 。 

自律した個の学び 

→穴埋 問題を く ，そ

既習の範 計算

 

小学校 

        

２年 

√
 

√
 

√
 

√
 

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

算数 授業 他校と交流し う 

実践スタイル 交流活動 発展として 教科 算数 におけ 遠隔合同 学び 

本時 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

ワークシート，電子黒板，iPad，ＴＶ会議システム Zoom  

映像 音声 の情報の交換 共有 場面を設定し，普段 の交流先 あ

手良小学校の子 たち 問題を出し合 た ，考えた過程を発表し合 た させ

こ ，自分の考えを意欲的 相手 伝え こ う す 。 

学習者 ユニ とそ 意図 

伊那市立 

新山小学校 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑪ 



を，児童自身 見い

せ う す 。 

さ その発展

し ， 位数

位数 百の

位 く

の い筆算を扱い，

計算を確実 の

し いく。 

自分たち 解い いく中 ，問

題の解 方をま 。 

の う を確

。 

全 12 時間中第 11時  

く た穴埋 問題を相手校 出

し合い，問題の解 方や考え方を

共有す 。 

遠隔合同の学び 

→穴埋 問題を正しく計算

し，その理由を説明す こ

。 

 

全 12 時間中第 12時  

学習内容をふ え ，学 こ

を自分 ま 。 

自立した個の学び 

→学習内容をふ え ，

学 こ を自分

ま こ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段 TV交流し いた上，遠隔授業 3 回目 ，最初 打ち解けた様子 授業 進 。自

分の作 た問題を相手の学校の友 ち 解い く いうこ ，興味を 解く様子を見 ，

学習意欲の高ま を感 た。計算方法の共有 ，難しい問題 対し ，相手校の児童 繰

をした後の数字を先 考え いう，本校児童 発表した計算方法を参考 し 問題を解いたこ を

発表した。本校 一の位 順 考え ，明文化し い い部分を意識 た いう声 上

た。学校 学級 ，注目す 点や注意す 点 異 く た ，その部分を 互い 共有

たこ ，子 たちの考えの広 た。何度 計算練習をす け 身 付 い，考

え方の質を上 時間 た う 思う。 

 

 

 

協力し合 問題解決 取 組 ，相手校の子 たち の学習を進 中 ，多様 考え方 触

た ，自分の考えを堂々 相手 伝えた す 場面 多く たこ ，この う 取組 ，人

の関わ を広 た 深 た す 力を育 上 有効 あ いえ 。 

評価 観点 本時の共同追究の場面 ，各校のま を共有し， 確 ま を く い

う こ ，遠隔交流をす 良さ た 。 

具体的変容 
ＴＶ会議システム  Zoom を活用す こ ，相手側の問題の解 方 学 ，

自分たち 思 たこ を伝えあ た し ，新た 視点 確 ま を作

いくこ た。 

写真 ：相手校 出さ た問題

を本校児童 解い い

。 

写真 ：本校児童 作 た問題を

相手校児童 解い い

様子を見 い 。 

写真 ：そ の問題を解 合

た後 ，その方法や考え方

を共有し合 い 。 

   

児童生徒 学び 

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 年生 名， 年生 名の複式学級 日々生活をし い 。小規模特認校の関係 児童の転出入を考

慮し，算数科 い 日常的 複式学年別指導 取 組 い 。 

年生 年生の学習の姿をい 間近 見 い た ，複式学年別学習の流 す 慣 こ

た。また，学習ガイドを 学習リーダー 進 いくた ，自分たち 学習を進 いく

意識 強く， うす 問題を解決 を意欲的 考え い 。さ ，自分の考えを友 ち 伝

え た の表現の仕方や書 方を工夫す こ を通し ，学び合いの中 話す力や聞く力の高ま 見

。また， 年生 年生の姿 自分たちの課題を考えた ，振 返 年生の学習を再確

認した ，互い 良い刺激 い 。 

 

 

年：被加数 以 のたし算の方法を考え 場面 ，10 のま ま を く 計算す こ を通し ，

加数 被加数の ち を分解し 計算 こ 気 く。 

年： け算の意味を理解し， ， ， ，４の段の け算を構成し，九九を唱えた ，そ を適用し 

た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 年＞ 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

 

授業時数 

 く 上 のあ たし

算の仕方を考え  

 

10 のま ま を く こ く 上

のあ たし算 簡単 こ

気付く。 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

 

６ 

 たし算の計算練習 たし算カードやタブ ットを使 計

算の練習をす 。 

・自律した個 学び 

 

４ 

＜２年＞ 

単元 流れ 

 

主 学習活動 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

 

授業時数 

 け算の式 い 理

解す  

 

何のいく 分 を考え， け算の意

味や式の書 方を知 。 

倍 の意味 け算 い 知 。 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

 

４ 

 け算の九九 ， ， ，４の段の九九を構成す 。 

九九を使 問題を解く。 

け算の問題を く 。 

・異学年合同 学び 

・自律した個 学び 

12 

 

小学校 

        

異学年合同 学び 自律した個 学び 遠隔合同 学び 

1年算数科 たし ん ２  

2年算数科 かけ ん  

実践スタイル 複式学年別学習 

学習者 ユニ とそ 意図 

単元 らい 

教材等 

らい 

フラッシュカード 学習ガイド 学び合いカード ヒントカード  

計算カード 

短冊カード タイマー タブ ット eライブラリアドバンス  

 

△△△△△

△

△

教師 別の学年 直接指導をし い 子 自分たち 学習を進

こ 。また ヒントカード ま のあ 児童 対し 即 手立

を与え こ 。 

飯田市立 

上村小学校 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

年 

全国へき地教育研究大会長野大会 事例⑫ 



 

   
 

 

 

 

 

1年Ａ児 本単元 10のま ま を く 10 〇の形 す い 意見 出た ，

ういうこ 全くわ いた。学び合いの中 友 ち 数図ブロックを使 た説明を聞く ，

～ の？ こ 〇〇さ 似 い 理解を深 様子 見 た。し し，い 自分 さ

く 計算 取 掛 ，手 止ま しま た。 こ こ 教師のヒントを参考 学習し，

時間 自分の力 計算 う 迎えた全国へ 地教育研究大会。被加数を分解し

10のま ま を く 計算 こ を学習す 本時 た ，教師の予想 裏腹 Ａ児

数え足し 答えを求 た。大勢の参観者 観 い こ あ たの ，今の自分の力 確実 答

えを出せ 方法を選 の 。し し学び合いの中 小さい数を分解し 計算した 児のや 方を

わ やすい 話し，８ ４の ち を分解す の や やすい 考え 場面 こ ち ４

いい 発言した。  

Ａ児 当初，学び合いの場面 何を話し いい わ いた。し し， 年生 隣 学習し

い 様子を参考 した ，学び合いカードを活用し 学習した し たこ ，Ａ児 学び

合いの場 安心し 説明した 質問した 場 た。本単元後半 ，学び合い 友

ちの説明を聞いた ，自分 説明した す 中 自信を けたＡ児 ，自分の力 さく 計算

う た。 

 

年 C 児 入学当初 学年 名 た。単式 学習す 際 複式の進 方を練習し，学び合い

教師の出す ャラクター の学び合い た。この学年 今年度 名 ，友 の学び合いを毎

日楽し し い 。 

C児 年時 隣 年生 現 年生 九九を唱え のを聞 ，自 教室 掲示し あ 九九

表を見 唱え いたの ，す 九九を覚え こ た。し し， け算の意味を十分 理

解し いたわけ いの ， け算の意味を学習した際 そういうこ 嬉しそう 様子

見 た。 

全国へ 地教育研究大会 ，基準量 後 示さ た問題文 式を考え こ ， け算の意味

理解を深 た。 の予想 ， 人 問題文 出 く 数の順番通 ４× 立式した。

一人学び 考えの 図の描 方 戸惑 いた ×４ 改 た。学び合い ， 

他の 人 ４× 考え，意見 分 た。C児 の う 説明す いの わ ，話し

合い 止ま しま たの 教師 何個のいく 分 考え う 助言す ， 人  

×４ いう式を導くこ た。理解を深 た ， う一問 人 問題を解いた。す ，

cmの４本分 ×４ 。 理由を明 し 説明す こ た。 一人学び

考え 自信 持 いた C児 た ，学び合いの中 自分の考えを確 す こ た。 

 

複式学年別学習の様子 れ れの学年のよさを共有し、

学びに生 す 
一人一人 意欲的に問題を解決し

ようと取り組む 

児童生徒 学び 全国へき地教育研究大会 姿から  



 

   

 

評価 観点 学習リーダーを中心 学習を進 ，学び合いの中 友 の関わ 自身の見方 考

え方を深 こ 。 

具体的変容 
年生：複式学年別学習 学習の流 パターン化さ い た ，次 何をす

の 見通しを 進 ， 一人学び 必要 道具 自分 机上

持 使うこ い 児 字を書くこ 苦手 ，学習を

進 た ，そし 学び合い 自分の考えを伝え た ，一生懸命ノート

書く姿 見 た。 児 学び合いの中 友 ちの考えを聴 ，自分

説明 う た 集中し 耳を傾け 姿 見 た。 

年生： 生 転入時 算数 苦手意識を持 ， 一人学び 不安を感

い た ， いネガテ ブ 発言をし しまうこ あ 。し し，

人 問題を考え 場面 自由 発言 質問 た ，自分の考えを

堂々 伝え う た。 生 自分 いこ 大 不安を

感 ，泣 出し しまうこ あ ，友 の学び合いの中 ， 間違え

い 考え い 前向 え，気持ちを 替え

う た。 

 

 

 

年生 昨年度 複式学年別指導を始 ，今 学習ガイド 沿 進 いくこ 当た 前の

う う た。当初 年生 難しいの いう思い あ た ，自分たち 進

いく学習 子 たち 楽しい う ，非常 意欲的 取 組 い 。また異学年合同

の学び し の利点 あ 。例え 授業の最後 ，互いの振 返 を聴く場面を適宜 く こ ，

年生 年生の話し方を聞 ， 話し方をす いの を学 い 。また，直接関わ い

わけ い ，隣 学習す 年生の様子 ，学習す 姿勢を学 い 。 年生 年生の良

い姿 学習態度を見直す ，向上心を持 取 組 い 。 

複式学年別指導の難点 あ ，私の課題 あ ，二 の学年の学習状況を把握し いこ

あ 。自身の授業を見 ， ここ 支援 入 た ここ 子 たち 学び合わせた

た 反省点 山ほ あ 。 一人学び や学び合い 教師の出を少 くし，両学年の状況を把握す

た ， こ 何を の う 学 せ の を明確 し，子 の学習を支援 う研究を重 た

い。 

活用効果 アセスメン  

実践 手応え エビ ンス  



□ 中学校・合同教科会 ・ススセ学習プポンセ・ICT遠隔合同授業・ススセ共有ネッセワれア
資料

学校名 活動内容
川上村立川上中学校【連携校シ南牧村立南牧中学校小海町北相木村南相木村中学校組合立小海中学校

若手で経験の少ない教員が多く，教材研究やススセ作成など，不安や負担も多い。３校合同で教科会を行い，教材や授業について情報交換を行ったり，ススセ作成を分担して負担を軽減したりしながら，日らの授業改善を図り，生徒の資質・能力の育成を目指し取り組んでいる。
伊那市立高遠中学校【連携校シ伊那市立長谷中学校伊那市立高遠北小学校伊那市立高遠小学校伊那市立長谷小学校

離れた地域にいる専門講師をZoomでつなぎ，専門外の教科担任を支援する活動。美術科と技術科を合わせて「造形とマヒネれオョンプロィボビ」という単元を設定し，実施。遠隔で専門家から助言をもらい，生徒の願いに寄り添う授業を模索。
阿南町立阿南第一中学校【連携校シ天龍村立天龍中学校売木村立売木中学校泰阜村立泰阜中学校飯田市立遠山中学校阿南町立阿南第二中学校

山間地の小規模校での教科会や学年会の充実を目的に，教科会やススセ作成の情報交換を実施。６校合同教科会として年２回の全体会を行いながら，Webサセの運用でフォロれゕップする形態を模索。場合によってはコれズゖネれセ教員が
TTで授業支援を実施。

小川村立小川中学校【連携校シ長野市立中条中学校長野市立信州新町中学校長野市立七二会中学校長野市立信更中学校長野市立大岡中学校

コれズゖネれセ教員と６校の英語科教員が連携を図りながら，学力向上に向けた取組や合同授業の可能性を模索。加えて，コれズゖネれセ教員がTTで授業支援を行い，生徒の対話的な学びが促進できるよう挑戦。数学科は合同で共通のススセを作成。

資料：事例 ～



 

 

 

 

 

 

 

 川上村立川上中学校，南牧村立南牧中学校，組合立小海中学校の 校 山間地小規模校 ，

ここ数年，生徒数の減少 続い い 。教員数 少 く， の教科 ～ 人 教科の授業

を担当し い 。若手 経験の少 い教員 多く，教材研究やテスト作成 ，不安や負担

多い。そこ ， 成 27 年度(2015 年度) ， 校合同 教科会を行い，教材や授業

い 情報交換を行 た ，テスト作成を分担し 負担を軽減した し ，日々の授業改

善を図 ，生徒の資質 能力の育成を目指し取 組 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 拠点校のエリアコー ネート教員 ， 校合同教科会の計画や運営を行 い 。全教

科 行う教科会 年 ～４回を計画し，必要 応 各教科 会合を設けた ，メール 連

絡を取 合 た す 。各教科会の様子や各校公開授業の計画 の情報を共有す た ，

教科会通信をエリアコー ネート教員 作成す 。 

 

連携 流れ 

 

主 活動 

・教科会 

・ ス  

・教 材 

月：第 回合同教科会 

 ↓ 

7月：第 回合同教科会 

 ↓ 

第 回合同教科会 

 ↓ 

月：第４回合同教科会 

年間計画 い  

全国学力 学習状況調査 い  

共通し 行うテストの確認 

教材，指導方法の共有 

各校の実践発表 

実践上の悩 の共有 

 

教材，指導方法の共有 

授業公開等 

 

授業実践の共有 

年間のま  

 

各校の成果報告 

次年度 向けた取組の確認 

※ 回目 学期中 各教科の実情 応 実施 

 

中学校 

        

√
 

√
 

√
 

√
 

教 科 会  ス  教 材 

定期的 ３校合同教科会 実践から 

連携スタイル 近隣３校 教科会を行い 指導内容や ス 作成等を連携して行う。 

連携 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

電子メールの利用 

動画，画像の活用 

 

 

△△△△△

△

△
△
△

テスト問題を共有し 生徒の実態把握を行 た ，動画，画像 授業

記録を見合 授業改善を図 た す 。 

 

 

△△△△△

△

△
△
△

教科 運営 仕方 

拠点校：川上村立川上中学校 

南牧村立南牧中学校 
小海町北相木村南相木村中学校組合立小海中学校 

資料-事例① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間指導計画を共有す 際 ，学習進度や単元配列等を検討し， け 校統一し

授業をすす う し い 。また，定期テストの期日 校 同日 設定し，すべ

の教科 い ，テスト問題の全部， しく 一部を各校 分担し 作成し い 。 

年４回実施し い 合同教科会 ，教師の専門性を高 た ，同 教科の教員 集

ま ，各校の情報を交換した 教材観や指導観を語 合 た し い 。夏休 行う第

回合同教科会 半日開催 し，指導主事や近隣校の校長先生 を助言者 し 招 ，授業

関す 日頃の悩 を出し合い ，指導方法や教材開発 い く 意見交換す

場 し い 。数学科 ， 互いのビ オ 授業記録を見合い，参考 工夫点

を共有した ，改善点 い 意見交換した し い 。保健体育科 ，実際 体を動

し 教材研究を行い， 学期 行う単元の授業内容を練 合 た ，ICT 機器の効果的  

活用場面 い 考え合 た し い 。 

 

 

 

連携 観点 生徒の学力向上のた の学校間，教師間の連携 

具体的変容 
共通のテストを 自校の生徒の学力を分析した ，同 単元 い

教材研究を行 た す こ ，授業改善 図 い 。 

 

 

 

 小規模 複数の教員 教科会を開くこ の い近隣の中学校同士 定期的 合同教

科会を ち，自分の授業 課題 感 い こ を話し合 た ，実際 演習した す こ

を通し ，共 授業を構想 さ あ 。また，共通のテストを実施す こ ，点

数の比較 け く，結果 互いの授業 い 改善を図 う PDCA サイクルを意

識した取組 い 。さ ，外部の研修会 参加した内容を他校の教員 伝え，

研修の内容を広 い実践 い 様子 あ ，合同教科会 有効 機能し

い 。 

 

写真 ：ビ オ 互いの授業記

録を見合い，意見交換を

し い 数学科  

写真 ：実践した授業を振 返

，改善 い 語  
理科  

写真 ：タブ ット端末を録画し

指導内容を検討す

保健体育科  

連携 様子 

活用効果 アセスメン  

連携 手応え エビ ンス  

資料-事例① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒 専門家を こ 専門外の教科担任を支援す こ を目的 した遠隔授

業を行い，生徒の学びの質を高 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教科を越え 造形 イルミネーションプログラム STEAM 教育 の単元を設定し，美術

科 技術 家庭科 技術分野 の時間を合わせ 21時間設定し，６回の遠隔授業を実施した。 

連携 流れ 主 活動 ・教 材 

 

信州大学教育学部 

信州大学工学部 

の く 大学 

の打合せ 

↓ 

遠隔授業の実施 

第 時   単元を通し の学習の見通

しを  

専門家 専門講師 顔合わせ  

Zoom 専門家の先生や学生

，こ 一緒 学び合

う意欲を高 。 

第 ４時 電気回路の製作をす  

第７ ８時       少人数指導  

全体指導を けた後，グループ

毎 専門講師 指導を け ，

電気回路の組 立 を行う。 

第９ 10 時 電気回路の製作 動作確認

をす  

          少人数指導  

グループ毎 専門講師 指導

を け ，電気回路の動作確認を

行う。 

第 11 時  ザイン工学の観点 の

講義を け  

           全体指導  

Zoom 専門家の先生 講義

を け ，イルミネーションのプ

ログラム い 発想を広 。 

第 21 時  製作物のプ ゼンテーショ

ンを行う  

Zoom 教室 大学を ，プ

ゼンテーションを行う。 

 

 

中学校 

        

√
 

教 科 会  ス  
教 材 

学び 質を向上させ 遠隔授業 

連携スタイル ビ会議シス を通して，大学 専門家 助言を得 ことが き

授業 く 。 

連携 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

タブ ット端末 Zoomをインストールし ，マイクスピーカー

接続し，遠隔の専門講師 のコミュニケーション 使用す 。 

△△△△△ 

△

△
△
△

Zoom 生徒 大学 い 専門講師を こ ，具体を通し 専門外

の教科担任を支援す 共 ，生徒一人一人 専門講師 の助言を

け う す 。 

△ 

△
△

教科 運営 仕方 

拠点校：伊那市立高遠中学校 
伊那市立長谷中学校 伊那市立高遠北小学校 

伊那市立高遠小学校 伊那市立長谷小学校 

√
 

√
 

√
 

資料-事例② 



※合科…ここで⊕技術科⊎美術科をひ⊎ま⊎まり⊔も⊔⊎した学習⊔こ⊎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術科の教師 ，技術 家庭科 技術分野 連携した授業を行うた ，ICT機器を使

用し 中学校側 大学側 ，打合せを行え 体制作 始 た。日程調整 課

題 た ，事前 技術分野の授業展開や必要 備品 い クチャーを けたの ， 
※

合科 し の単元展開を作成す こ た。 

授業中 け 指導者 遠隔の外部指導者 のコミュニケーション 不安 あ た ，事

前のテ ビ会議の ，予定通 授業を進 こ た。テ ビ会議 ，生徒

のコミュニケーションをリードす こ ，生徒 対す 言葉遣い， 出の場面 フォ

ローの場面 を明確 す こ 等 い ，綿密 打合せを行 た。 

製作 わ 授業 ，専門講師 大型 スプ イを使 た全体指導の他， 名

の生徒 対し 名の専門学部の学生を配す こ ，指導の個別化を図 た。習得の授業

，ハンダ付けをす 生徒，タブ ット端末 様子を撮 生徒 を分担し，専門講師

個別 指導を け う した。 

 

 

連携 観点 遠隔授業を行うこ ，生徒の学習す 姿の変容。 

具体的変容 
専門講師 の個別のや 取 を通し ，学習への興味 関心を高 ， 

積極的 学習活動 取 組 生徒 増えた。 

 

 

生徒の学習意欲 高ま ，積極性 引 出さ たこ け く，ハンダ付けの技能 高

ま た ，独創性の高いイルミネーションプログラムを構想した す 等，生徒 確実 進

歩 見 た。また，遠隔の学校 や 取 をす た ，声の大 さや内容のわ やすさ

工夫をす 等，コミュニケーション能力 向上す 生徒の姿 伺えた。 

教師 ，免許を有す 教師の助言を け こ ，技術科 関す 専門的 知識

増えた ，専門性のあ 具体的 指導をした す こ た。また，美術科教師 し

の専門性を生 した指導 ，専門講師 の技術科 関す 専門的 助言 の，両方を合

わせ こ ， 生徒の願い 寄 添う指導 可能 た。 

遠隔授業の実践 ，生徒 教師の両者 大 成果 見込 。ICT機器のさ

活用 ，人 人 を 関係作 の充実 期待さ 。 

 

 

写真

写真

 

 

写真

写真 ：タブ ット端末 映し出

さ 手本を参考 ，

製作 取 組 生徒 

写真 ：友 作業の様子を撮影し

い，個別 講師

助言をし う生徒 

写真 ：大型 スプ イ 映

講師 の助言を熱心

聞く生徒たち 

連携 様子 

活用効果 アセスメン  

連携 手応え エビ ンス  

資料-事例② 



 

 

 

 

 

 

 

 エリアコー ネート教員を中心 ６校の合同教科会の実施や情報共有のた のネット

ワーク く をすす 。エリアコー ネート教員 ，山間 小規模校の指導力向上の

た の教員配置事業(ACT)の一環 し ，加配さ た教員のこ あ ，山間地の学校規模

小規模化し，教科会や学年会 組織 い小 中学校 増え いく中 ，各学校を訪問

し 教員の指導力を高 た ，情報を共有した す 役割を担 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各校の定期テストや授業 使え プリントの共有化を図 ネットワーク く  

全国学力 学習状況調査等の分析 改善の方向 く  

エリアコー ネート教員 各校を訪問し，指導力向上の支援や情報提供を行う。 

 

連携 流れ 

 

主 活動 

・教科会 

・ ス  

・教 材 

４月 

第 回６校合同教科会 

運営計画立案 

全国学力 学習状況調査

の早期採点支援 

 

月 回 

Act 学校訪問 

 

10月 

第 回６校合同教科会 

情報交換 

国語科 

共通テストの実施 結果分析 

特別支援 の生徒の興味関心の高 方 

共通テスト 

数学科 

共通テスト 年 回 の実施 分析 

教材の工夫点紹介 

共通テスト 

社会科 

６校合同教科会 Webサイトを使 テスト

問題や学習プリント の情報共有 

教材 学習プリント  

理科 

授業 の ICT活用や教材の工夫 い  

新学習指導要領 い の話合い 

教材 

英語科 

共通テストの問題作成 検討 

授業 く 関す 情報交換 

共通テスト 

中学校 

        

  
教 科 会  ス  教 材 

共通 ス に って深ま 連携 

連携スタイル ６校 教科会を行い，共通 ス を連携して作成す 。 

連携 らい 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

全国学力 学習状況調査 

共通テスト 

 

△△△△△

△

△
△
△

各学校のテスト 関す 情報を共有す ，その結果 共有し合

うこ ，指導の改善 い し いく。 

 

△△△△△

△

△
△
△

教科 運営 仕方 

拠点校：阿南町立阿南第一中学校 
 天龍村立天龍中学校 売木村立売木中学校 

 泰阜村立泰阜中学校 飯田市立遠山中学校 阿南町立阿南第二中学校 

資料-事例③ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６校合同教科会 し 年 回の全体会を行 た。４月末の全体会 ，全国学力 学習状

況調査の早期採点を行 た ，６校の教科会 し の取組内容を検討した した。10 月の

全体会 ，共通テストの内容や実施後の結果の活用の仕方を検討した。 

各校 そ 行 い 定期テストのうち，教科 回数を決 共通テスト し

実施す こ した。共通テストを行うメリット し ，小規模校 生徒数 少 いた

客観的 ータ 基 くい ，複数の学校 共通テストを行うこ 験者数 多く

た ， 客観的 ータを得 こ 考え 。 

また，小規模校 ，毎回のテストを 人の教科担任 作成す こ 。し し，  

各校 実施し い 定期テスト を共有化す こ ，テスト作成の参考 す こ

。Webサイトを利用し ネットワークを作 たこ ，い 使うこ う

た。 

エリアコー ネート教員 ，各校を定期的 訪問し，授業 い 面談をした TT

授業支援を行 た し ，先生方の授業や指導の良さを通信 各校 伝え，学校 離 い

，情報交換をした アイ アを共有した う し いた。 

 

 

 

連携 観点 
情報交換サイトのネットワーク たこ ， の う 情報 共有さ

う た 。 

具体的変容 
学校間の距離 遠い各学校 情報共有をい 行う 課題 あ た ，

ネットワーク たこ ，様々 情報共有 しやすく た。 

 

 

 

各校 人の教科担当 ，授業の進 方やテスト作成 課題を いた先生方 ，

６校 合同教科会を こ 必要 情報を得た 相談した す 様子 う えた。こ

さ ネットワークを活用す こ 授業改善 いく 思わ 。 

写真 ：６校合同教科会の様子 写真 ：Webサイトを利用した ータのや  

連携 様子 

活用効果 アセスメン  

連携 手応え エビ ンス  

資料-事例③ 



 

 

 

 

 

 

 

 エリアコー ネート教員 英語科 中心 ，６校の英語科教員 連携を図

，学力向上 向けた取組や合同授業の可能性を模索し い 。本年度の全国学力 学習

状況調査 ，学力調査 自己採点 や質問紙調査 ，特 話すこ 関す 結果 課

題 見 た。そこ ，エリアコー ネート教員 ６校全 の学年 学級 英語の授業   

Ｔ し 入 ，各校のＴ 教員 英語 や す 場面を見せ ，生徒の対話的

学びを促進す 授業を実践し い 。また，生徒同士の英語を使う場面 増え こ を願い，

学校を越え 合同授業を行う等の実践 取 組 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力 学習状況調査等の分析 授業改善の方向性を決 出す。 

課題の改善を図 評価問題 統一問題 し 定期テスト 組 込  

合同授業の計画立案 

 

連携 流れ 

 

主 活動 

・教科会 

・ ス  

・教 材 

４月 全国学力 学習状況 

 調査 

月 合同教科会 (数 英) 

６月 合同教科会 (数 英) 

７月 統一問題 ( 学期末) 

 合同授業① 

９月 合同教科会 (数 英) 

10月 合同授業② 

11月 統一問題 ( 学期末) 

 合同授業③  

 合同教科会 (数) 

12月 合同授業  

月 合同教科会 (数) 

月 合同教科会 (数 英) 

早期採点，分析 

各校英語科教員 の懇談，方向性確認 

教科会 英語  

合同授業① 小川中，中条中 学年の  

合同授業② 小川中，中条中，七二会中 学年の  

合同授業③ 信州新町中，信更中，大岡中 全学年  

合同授業  小川中，中条中 学年の  

教科会 英語，数学，保健体育  

教材 インタビュー活動：英語  

教材 チームス ー ：保健体育  

教材 裁判員裁判：社会  

定期テストの一部 統一問題を導入 

全国学調の課題を基 作問 

テスト 一部共通テスト  

合同教科会 数学 英語  

統一問題，合同授業等の検討 

教科会 

中学校 

        

√
 

√
 

√
 

√
 

教 科 会  ス  教 材 

英語科 ゆたか 学びを目指して 

連携スタイル 課題 共有から始ま 連携 ～授業改善， ス 改善を通して～ 

連携 らい 

教材等 

らい 

全国学力 学習状況調査の結果を基 した統一定期テスト 

英語科 け 合同授業 

 

△△△△△

△

△
△
△

学力調査 見 た各校の課題を近隣の英語科教員 共有し，定期テス

トの一部 統一問題を組 込 こ ，共通の視点を 授業改善を 

 図 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

拠点校：小川村立小川中学校 
長野市立中条中学校，長野市立信州新町中学校 

長野市立七二会中学校，長野市立信更中学校，長野市立大岡中学校 

主に活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教科 運営 仕方 
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山間 小規模校の連携 授業改善をテーマ 年間実践 取 組 い 。昨年 ，

数学科の教員 エリアコー ネート教員を担当し，学力向上を重点 いた近隣６校のネ

ットワーク く 取 組 。エリアコー ネート教員 ，６校合同教科会を定期的

開催し，全国学調や NRT 等の調査の分析を行 た ，互いの授業を見合う機会を設けた し

た。また，そこ 見え た課題 基 ，定期テストを共同 作成す ，６校の数

学科 共通の視点を 指導や授業改善 あた う した。 

今年 ，昨年の実績を他教科 広 た ，英語科の教員 エリアコー ネート教

員を担当し，英語の授業改善を中心 ６校の連携を進 こ た。 

エリアコー ネート教員 ４月 実施した全国学力 学習状況調査 ，６校全 の英

語の調査を早期採点し， 聞い 書く 読 書く い た技能統合の問題や， 話すこ

課題 あ 分析した。山間 小規模校の学校 ，生徒 授業の中 多様 他者

英語を使 コミュニケーションを取 場面 少 い 考えたエリアコー ネート教員

，各校の英語科教員や ALT を巻 込 対話 多い授業への転換の必要性を感 た。 

 

 

連携 観点 
生徒の共通課題を基 ，各校の授業改善を進 こ た 。 

統一問題の導入 ，生徒 け 力 対し 評価す こ た 。 

具体的変容 
合同授業の実現 ，生徒 多様 見方や考え方 触 機会 た。 

統一問題 各校の教科担任 共通の視点 授業改善を図 こ た。 

 

 

英語の授業 ，エリアコー ネート教員 ６校の全 の学年 学級の授業 関わ ，

対話を重視した授業を展開した。そ ，英語 対し 苦手意識を いた生徒たち

，英語を積極的 使 いくこ 自信を ，英語を学ぶ意欲 変化 見

う た。体育の合同授業 ，大人数 学ぶこ の楽しさを生徒たち 口々 語 た。

生徒たち 多様 他者 触 生 生 学ぶ姿 ６校の職員 刺激を け ，小

規模校の連携 授業改善の可能性 手応えを感 い 。 

連携 様子 

活用効果 アセスメン  

連携 手応え エビ ンス  

写真 ：話すこ を中心 した  
英語の授業 信州新町中， 
信更中，大岡中 合同授業  

写真 ：裁判員裁判 い 学ぶ

社会科の授業 
2019/12/4 信濃毎日新聞  

写真 ：合同授業 教科担任

複数 指導 あた  
右：山﨑教諭  
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